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     変革の季節
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ひとつの机を三人で小さく共有して、女の子三人が、膝ひざを触ふれあわせる距離で、こしょこしょと話に花を咲かせていた。


    「ねー。それってホント。ほんとなのセラちゃん？」


    　身を乗り出す勢いきおいで訊きいているのは霞かすみ。そんな霞に対して、大人おとなびた顔で淡たん々たんと語るのは聖せい羅ら。二人に挟はさまれる場所で窮きゆう屈くつそうにしているジルは、ふたりの言葉のどちらにもこくこくとうなずきを返すばかり。


    「ですから。何度も申し上げました通り。女の子というものは、同居する血の繫つながりの近い殿との方がたのことを〝汚きたない〟と思うようになる瞬間がくるのだということ」


    「でも。ないよ？」


    　霞はむずがるように小こ首くびを傾かしげる。納なつ得とくできないという顔を友人に返す。


    「お兄ちゃん。汚くなんかないもん」


    　二人のあいだに挟まれる場所のジルも、肯こう定ていのうなずきを差し挟む。金きん色いろのふわふわの細い毛が、顎あごの振り幅と同じ軌き跡せきでおどる。


    「それならひょっとすると京きよう夜や様は、霞さんと血が繫がっていないのかも？」


    「そういえば──!?　お兄ちゃん橋の下で拾ってきたって、お母さん言ってたー！」


    『えええっ[image: ]』


    　霞が叫さけび、ジルがホワイトボードにマーカーを走らせる。驚きよう愕がくの感かん嘆たん符ふを一個きりでなくて、二個も三個も書き加える。


    「霞さん。それ。よく言われる冗談ですわよ。どこの家でも言われることだそうです。騙だまされるなんて……。ふふ……。なんて可愛かわいい霞」


    　ふふふっと、仄ほの暗ぐらい笑えみで愛めでられて、霞は、はっと我われに返った。


    「え？　あ？　冗談なの？　なんだそっか。そうだよねー。だってお兄ちゃんとあたし。よく言われるんだよ？　兄妹そっくりだねー、って」


    「ええ。ですから遺伝的に近い殿方に対しては、忌き避ひするような本能が働くのだとか。専門的にはＨＬＡの免めん疫えき型が好このましい相手を選ぶ際には、主おもに嗅きゆう覚かくによる選別が働いて──」


    「日本語話して！」


    「わたくしもすべて理解しているわけじゃないです。ただの受け売りですから」


    　霞は数学は得意だが、理科とか、理り屈くつ方面は苦手な子。対して聖羅は色々と耳みみ年どし増まだが経験の伴ともなわない子。二人の話は妙なところで食い違って、このように埒らちがあかなくなることがある。


    　二人のあいだでジルは困ったように笑っている。


    　部室にはしばらく、ページをめくる音だけが響ひびいていた。


    　女じよ子し三人にまったくかまわず。ケンケンとジンジンの男だん子し二名は、それぞれマンガと小説とを読むのに忙しい。


    「でもお兄ちゃん汚きたなくないもん」


    　霞かすみの話はまたふりだしに戻ってしまう。聖せい羅らはこんどは切り口を変えることにした。


    「では霞さん。お父様は？」


    「お父さん？　お父さんはキタナイよ？　ちゃんと言っとかないと。洗濯物一緒に洗われちゃうよ。あれぜったいイヤだよね？」


    「さあ？　お父様は長らく外国にいらっしゃいますし。うちには姉ねえ様と姉ねえさまと森もりしかいませんから……」


    　聖羅は上品に首を振って返した。


    「ああああ。ごめん。ごめんね？　セラちゃん？」


    　霞はすぐに謝あやまった。友達になってまだたったの一年間。色々と知らないことも多い。


    「いえ霞さん。これは親孝行みたいなものですのよ。お父様とお母様。新婚旅行をもう二十年も続けていらっしゃるようなものです」


    「ほー。へー。はー」


    　霞は深ふか々ぶかとうなずいた。感心するのは、天あま使つか家けの両親のラブラブっぷりか、それとも聖羅の人間の出来のほうか──。


    「だけどお兄ちゃん。汚くないよ？」


    　霞の話はまたもや同じ場所に回帰する。


    　エンドレスで続くそんな話題を──。


    　ケンケンは机に足をのせるという行ぎよう儀ぎの悪い格かつ好こうで、聞くともなしに聞いていた。


    　なーにやってるんだか、と冷さめた感じに見つめている。


    　もっとも彼としては、自分に災さい禍かが降りかかってこなければ、どーだっていい。


    　三人女のオモチャにされていなければ、どんな話で盛りあがっていたところで、構かまいやしないのだった。


    「じゃ、じゃあ──、じゃあさ？　ケンケンとかもそのうち汚く見えてきたりするの？」


    「それは大変興味深い話題ですわね」


    『ケンケン君。汚いの？』


    「いイッ!?」


    　さっきまで安全な客席にいたはずなのに。いきなりリングの上に引きずり出されて、ケンケンは目を剝むいて驚いた。


    「ではここからの議題は。ケンケンが汚いかどうかということで、よろしくて？」


    「やめろー！」
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     自己紹介のひ・霞
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    「今日は自己紹介のひーっ！」


    　せまい部室で五人、膝ひざつき合わせるようにして集まることが、ほとんど「日常」となってきた、四月後半の、そんなある日のこと──。


    　霞かすみが天を衝つく勢いきおいで腕を振りあげたまま、固かたまったポーズでいると──。


    「なんですの？」


    　ゆうに数秒も経たってから、聖せい羅らが落ちついた声でそう訊たずねた。


    「おまえまた変なこと言いだしてきたな」


    　部屋の中に二人いる中一男だん子しのうちの片方──やんちゃなほうのケンケンが、霞に向かってそう言った。


    「おまえじゃない！　年上なんだから。さん付けくらいしなさーい！」


    「おまえさん？」


    「ばかっ。名前呼べ」


    「カスミだったっけ？　おまえの名前？」


    「む。名前ってそっちぃ？　名みよう字じのほうじゃなくてぇ？　ま。いっか」


    「じゃあカスミ」


    「だから！　さん付けはっ!?」


    『霞ちゃん。自己紹介って、なぁに？』


    　ホワイトボードに文字で書いてきたのはジルだった。


    「そうだった。──ほらっ。あたしたちって、まだきちんと自己紹介とかしたことなかったよね？　クラスじゃ最初のＨＲホームルームのときにやるのに。すっかり忘れてたよね。いけないよね。だからちゃんとやらなきゃいけないと思うの。ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい的に」


    「あの。いいでしょうか。四しノの宮みや先せん輩ぱい。──そのＧＪ部魂というのは、いったいなんなんでしょう？　あとこの部活の活動内容及び目的を、そろそろ聞かせていただいても構かまいませんか？」


    　中学一年生らしからぬ物言いをしてきたのは、中一男子のもう一人の片割れ──ジンジンだ。


    「ジンジン君！　──それは訊きかない約束っ！」


    「はあ。そうですか。よくわかりませんけど。よくわかりました」


    「あと〝先輩〟って付けたところはよし！　もっと言ってもっと言って！　ケンケンにも言ってやって！」


    「どなたから自己紹介いたします？」


    　部室のなかの面めん々めんを見回しながら、聖羅が言った。黒くろ髪かみの横側になぜかいつも掛かっている狐きつね面めんが、聖羅の視線とちょうど九十度の角度を保たもって、部屋の外はずれを見つめている。


    『やっぱり部長さんからじゃないのかなー』


    「ん？　部長ってだれだっけ？」


    　霞かすみがつぶやいた言葉に、ジルはマーカーを手にしたままで固かたまった。慌あわてて再起動してくると、『えっ？』と驚きの言葉を、ようやくホワイトボードへと書く。


    「霞さんに。座布団三枚」


    「ほへ？　ざぶとん？　なにセラちゃん？　へんなこと言ってる？」


    『霞ちゃんが部長だよー。部の届け出すときにも、部長のところに名前書いたよー』


    「そだっけ？」


    「はやくしろよー。自己紹介しねーなら、俺おれがやっちまうぞー。──こいつはへんな女です。ひとに袋かぶせてユーカイしてくるユーカイ魔までーす」


    「へんじゃないよ。ＧグツＪジヨ部ぶの伝統の勧かん誘ゆう法ほうだよー」


    　まだ四月が始まってすぐの頃──。廊下を歩いてたケンケンを、前述の方法で〝捕ほ獲かく〟したのだった。


    「だからその〝ぐっじょぶ〟っての、なんなんだよ？　ここってなにする部なんだよ？」


    「まあまあ。男の子は細こまかいこと気にしないで。ほらお菓か子しあるよー。マンガもあるよー」


    　新しいお菓子の袋が開あけられる。今週号のサンデーとマガジンが霞のカバンから出てくる。お菓子は自じ腹ばらだ。雑誌は兄から払い下げてもらったお古だ。ケンケンは目を輝かがやかしてマンガ雑誌に手を伸ばすが、霞の手は、ぺしっとそれを撃げき墜ついした。「めっ」とばかりに、お姉さんの目で叱しかりつける。


    　お菓子もマンガも自己紹介が終わってから！　──と、目線で契けい約やくが交かわされる。


    「健けん太たは初しよ日にちもそうやって捕つかまってましたね」


    「お菓子もマンガもきかないジンジンには〝ツンデレ〟で接せつ待たいだー！　セラちゃん。おねがい」


    「霞さんのお願いでしたらやってみますけど。でもツンデレってどうやればいいんですの？」


    「失礼ですが。天あま使つか先せん輩ぱいには〝ツン〟はあっても〝デレ〟はないかと存じます。強しいて言えば〝ツンツン〟でしょうか。──ところで四しノの宮みや先輩。自己紹介のほうはもういいんですか？」


    「あ。そうだ！　──えっと。あたし四ノ宮霞です。なんだか部長だったみたいでびっくりしています。このＧＪ部はホントはお兄ちゃんの高校のほうにあった部なんですけど。のれんわけというか、なんかそんなようなカンジで、こっちにもあたしが言い出しっぺになって、去年作りました。向こうが元がん祖そでこっちが本ほん家けという関係で──あそれはどうでもいーか。うちのほうがきちんと〝部〟になったのは今年からで、うちのガッコは四人以上部員がいないと部として認められないとかで、去年はまだ同好会でした。あと、えーと──」


    　真ま面じ目めに照れ照れと、身をくねらせながら自己紹介をしていた霞は、はっと気がついた。


    　皆はお菓子を開けて、ジュースを注そそいで──。だーれも、霞のほうを見ていない。


    「聞けよ」
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     自己紹介のひ・聖羅
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    「それでは僭せん越えつながら二番手はわたくしが」


    　背せ筋すじをぴんと伸ばして、聖せい羅らがそう言った。


    　お菓か子しを食べていた手はポケットティッシュできちんと拭ぬぐって、腿もものうえにそっと添える。


    「はい！　しつもーん！　そのお面めん！　なーにー？」


    　ケンケンが右手をしゅっぱっとまっすぐに上げて質問する。


    「なにから話したものでしょうか。どなたか訊ききたいことのある方は？」


    　聖羅はそれに一いつ切さい答えず──見事なまでのスルーを決めた。


    「天あま使つか先せん輩ぱい。ご趣味はなんでしょうか」


    　無視されたケンケンにかわって、もう一人の男だん子し代表──ジンジンが訊く。


    「趣味といえるかどうかはわかりませんけど。幼少の頃からピアノとお花。あとお琴と舞踊などを嗜たしなんでおります」


    「セラちゃんすごいんだよ。英語だけじゃなくて他のコトバも話せるんだよ」


    「フランス語とスペイン語でしたら。あとロシア語とドイツ語は、カタコト程度でなら。その他の言葉でも、必要があれば〝中の人〟に──」


    「なーなー！　その〝中の人〟って！　なーにー!?」


    　ケンケンが左手もしゅっぱっとまっすぐに上げて、両手でバンザイの格かつ好こうで訊くが、またしても聖羅は眉まゆ一つ動かさずに華麗なまでの無視技わざを決めた。


    「そういえば趣味ですけれど。最近、新しい趣味がひとつできましたわ」


    「なんでしょうか？」


    　眼鏡めがねのブリッジを、ついっと持ちあげて──ジンジンが訊たずねる。


    「弟いじりなどを、少々……」


    「セラちゃん。弟いたっけ？　いないよね？　お姉さんと妹で三姉妹だよね？」


    『それってきっとケンケン君とジンジン君のことだと思うよ』


    　霞かすみが口で言って、ジルが手で書いて答える。


    「奇き遇ぐうですね。僕も昔から趣味は観賞なんです。幼稚園のときからになりますね」


    「ええ。そうですわね。手た折おってしまわないように、よーく、注意しませんと」


    　聖羅とジンジンの二人は、なにか通じ合ったように、二人で深ふか々ぶかとうなずきあった。


    　そしてうなずきあったその目を、二人して向けるのは──。


    「なー……？　手がつかれたんだけどー？」


    　ずーっとバンザイを続けていたケンケンが、視線を受けて、そう言った。


    「ケンケン。ばかでしょ。君。ばかでしょ。ぜったい。ばかでしょ」


    「バカっていったほうがバカなんだぞー」


    「天あま使つか先せん輩ぱいは、部長とは長いのですか？」


    「ぶ、部長……!?」


    　霞かすみが感かん極きわまったように言葉を詰まらせる。


    「ジンジン君っ！　もっと言って！　もっとそれ言って！」


    「部長部長部長部長部長部長。──それで天使先輩と部長の話なんですが」


    「さあ。長いといえば長いですし。短いといえば短いでしょうか」


    　聖せい羅らはゆっくりと首を横に振った。


    「セラちゃんと出会ったのって中学校に入ってからだよねー」


    「ええ。四しノの宮みや様の妹さんだということは、しばらく存じませんでしたし……。夏前までは本当に単なるクラスメートとして、すれ違ってましたわね」


    「四ノ宮様とは？」


    　聖羅の言葉に、ジンジンが訊きき返した。


    「お兄ちゃんだよ。えっとね。お兄ちゃんと、セラちゃんのお姉ちゃんとがね。高校で元がん祖そＧＪグツジヨ部ぶをやってるの。それでまーちゃんがよく遊びに行っていて──」


    「話の腰を折ってすみませんが──。四ノ宮先輩。その〝まーちゃん〟というのは？」


    「うんあのね。最高評議会なんだよ。議会議長さんでねっ。それであのねっ──」


    「──ああいいです。いいです。お気になさらずに。そのことはどうか忘れてください」


    　霞に対して整せい合ごう性せいのある話を求めるだけ無駄だと──ジンジンは素す早ばやく学んだ。


    「ところで僕のほうなんですが。健けん太たとは長いんですよ。幼稚園からの腐くされ縁えんというやつでしょうか」


    　話を素早く切り替える。


    「わたくしも。そんな頃から霞さんと一緒だったらよかったのですけど……」


    　そう言う聖羅の顔は、すこし寂さびしげに見える。


    「だいじょうぶだよ！　セラちゃん！」


    　霞が急に──力強く、うなずいた。


    「これからっ。ずっとっ。友達だからっ」


    「ええ。もちろん。霞さんさえよければ。……末すえ永ながく、よろしくお願いします」


    「こちらこそ！」


    　霞は目め尻じりを手の甲こうで拭ぬぐい──その手を伸ばして、聖羅の両手を握にぎった。


    　ぶんぶんと上下に振りたくっていると──。


    「なー……？　まーだー……？」


    　バンザイをしたままの腕を、ぷるぷると震ふるわせて、ケンケンが訊いた。


    「ばかっ。一生やってろ。空気読め」
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     自己紹介のひ・ジル
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    「わたし。もっ。」


    　カタコトの聞き慣れない言葉が、突然響ひびく。


    「どっ──どうしたのジルちゃんっ!?」


    　霞かすみと皆が驚いて顔を向ければ──。


    　ホワイトボードを立てかけたジルが、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませていた。


    　白いはずの板ばん面めんは、文字で一杯で──まったく白くなくなっている。「わたしは小学校からだったんだよ。霞ちゃんとは」「My samurai master?」「わたしもっ。いつまでもっ」などなど。さっき終わった話題のしっぽが、ホワイトボードの板面のなかでは、まだ生き続けている。


    「あ。ごめん。見てなかった」


    　書いた文字は読まれなければ意味をなさない。ジルはホワイトボードを使って会話する子。べつに口がきけないわけではないのだが、口を開ひらくと、さっき喋しやべったときのように、カタコトになってしまうのだ。日本語を書くのは上じよう手ずだが、話すのは苦手な女の子である。


    「すいませんでした。ジェラルディン先せん輩ぱい。四しノの宮みや先輩の話が難なん解かいでして。解かい読どくするのに意識を裂さかれてしまいまして」


    「えーっ？　あたしわかりやすく言ったよー？」


    『ジルでいいんだよ。ジンジン君。本名なんて滅めつ多たに使うものじゃないから。──あ。カナダ育ちなんです。わたし』


    「日本へは留学ですか？」


    『うーん。わかんない。帰化するかも。姉さん次第です』


    　ジルとケンケンは、中二女じよ子しと中一男だん子しがするにしては、やや難しい話をやっている。帰化というのは外国籍を持つ人が他の国の国籍を得えることだ。


    「なー……？　まーだー……？」


    　バンザイを続けたままのケンケンが、突然、話に割りこんできて、そう言った。そろそろ限界が近づいているのか、その腕がぷるぷると震ふるえている。


    「ケンケン。やっぱ。ばかでしょ」


    「だーかーらー。バカって言ったほうがバカなんだぞー」


    「バカなんて言ってないよ。ばかって言ったんだよ」


    「どうちがうんだよ？」


    「親しみをこめて言うほうが〝ばか〟で、バカにして言うほうが〝バカ〟なんだよ」


    「おなじにきこえるぞ？」


    「おなじに聞こえるんだとしたらそれはケンケンがバカだからだよ」


    「おまえ俺おれのことバカにしてんだろ？」


    「おまえゆーな。四しノの宮みや先せん輩ぱいもしくは四ノ宮さんもしくは霞かすみさんもしくは霞様」


    「最後のはぜったいに、いーやーだー！　おまえが〝ケンケン〟とか変な名前で呼ばなくなったら、俺も〝カスミ〟って呼んでやってもいいぞー」


    「呼び捨てかっ。しかも上からっ。それって交換条件になってないよ。でもだめだよ。ケンケンはケンケンだもん。そっちのほうがカワイーもん」


    「Shut up!」


    　ジルがぴしりと、はっきりした発音でそう言った。つづいてホワイトボードが向けられる。


    『わたしの番です！』


    「ごめんなさい」


    「わりぃ」


    「ジル先輩も、部長……四ノ宮先輩とは、長いんですか？」


    「小学校のねっ。クラスにねっ。ジルちゃん転入してきたのっ。きたんだよっ。金きん色いろでねっ。ふわふわでねっ。あたし妖よう精せいさんがやってきたのかと思って、びっくりしちゃったー！」


    「霞さんとジルさんは小学校の六年の時からの付き合いだそうです。わたくしも公立に通かよっていれば同じクラスになれたのかしら？」


    『霞ちゃんには本当によくしてもらいました。わたし。最初はなんにもわからなくって』


    「トイレの使いかたもわかんなかったよねー。和式。知らなくって」


    『あのね霞ちゃん……。男の子たち、いるんだよ？』


    「えっ？　あれごめん。──こらっ。男だん子し二名。いまの忘れろっ」


    「はい忘れました」


    「いまなんか言ったのか？　なー……。まーだー……？」


    「でもすごいですね。小学校の六年から他の国に来るなんて」


    『そんなたいしたものでもないんです。はじめ姉さんが日本に勉強しに行っちゃって……。わたしは、姉さんが恋しくって、やって来ちゃっただけです。えへへ……。あと日本文化にも、ちょっと興味もあって……。そうそう！　サムライ！　わたし日本にやってきて、サムライに出会えました！』


    「侍さむらいですか？」


    「なんかね。あのね。うちのお兄ちゃんがねっ。サムライマスターなんだって」


    「四ノ宮先輩のお兄さんは、なにか剣けん術じゆつでもやられているんでしょうか？」


    「ううん。ぜんぜん普通のお兄ちゃんだよ？」


    　霞とジンジンは二人して顔を見合わせた。当のジルはといえば、両手を胸の前で組み合わせて、乙おと女めの祈りのポーズ。すっかり「あっちの世界」に入っちゃっている。


    「じゃあつぎのひと」
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     自己紹介のひ・ジンジン
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    「つぎ。だれやる？　どっちやる？」


    　霞かすみは男だん子し二人に目を向けた。


    「はーい！　はいはーい！　よーやく俺おれの番かよー！」


    　ず～っと腕をあげっぱなしのケンケンが、嬉うれしそうにそう言った。


    「じゃあ次。ジンジンね」


    「カスミおまえ！　ワザとやってんだろー！」


    　霞はつーんと顔をそむけた。


    「呼び捨てとかおまえとか言う人には返事してあげませーん」


    「ええとでは。僕の番ですね。はじめてじゃないですけど。まあはじめまして。ジンジンです」


    「あっ。認めたっ。じゃあこれから〝ジンジン〟って呼んでいいよねっ」


    「僕はべつに健けん太たと違って抵抗してはいませんが」


    「だって変じゃん。ケンケンってそれ犬の名前みてーじゃん」


    「だからいいんでしょー。かわいーんでしょー」


    「おまえさ。返事。しないんじゃなかったのかよ？」


    「うるさい。子供」


    「コドモって言ったほうがコドモなんだぞー！」


    「僕の番だったはずですが」


    「ああ。はい。ジンジン。どうぞ」


    『ジンジン君っておとなしそうでいて、けっこう自己主張、はげしいよねー』


    「ジルさん。それは貴方あなたもまったくその通りだと、わたくしそう思うんですけど」


    「続けてもよろしいでしょうか？」


    「いいよー」


    「健太とは家が近いこともあって、昔からよくつるんでいました」


    「わー。ひゃー」


    「どうしました？」


    　口元に手を持っていって感激しているっぽい霞に、ジンジンは訝いぶかしげな目を向けた。


    「だってだって。〝つるんでた〟だってー！　なんか男の子っぽいよねっ？　ねっ？」


    『ねーっ！』


    「男の子っぽいというのはなんのことでしょう？」


    「やだもー。まーたまたー」


    『ジンジン君あれってわざとだよきっとー』


    　きゃっきゃっと、盛りあがっている女じよ子し二名には、なにを訊きいても無駄だと、ジンジンはまたしても素す早ばやく悟さとった。眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげ直すと、話をつづける。


    「まあ僕はべつにそれほどでもなかったのですが。健けん太たがどうしてもと言うので、仕方なく、一緒に遊んでましたね」


    「ツンデレだーっ！」


    　女子の叫さけびを、ジンジンは完かん璧ぺきなまでに黙もく殺さつした。


    「だってこいつ。ほっとくと勉強ばっかしてんだぜ？　遊びっつーとゲームでさー。キャッチボールやろーって言ったら、できねーって。じゃサッカーって言ったら、やったことねーって」


    「おー。ケンケンは野生の男のコだったのかー」


    『野生？　狩かりとかするほう？』


    「しねーよ。狩りゲーなんて。だから俺おれはゲームあんまりやんねーの」


    「ジルさんのそれは狩りは狩りでも、たぶん〝本物〟のほうの狩りのほうだと思いますけど」


    「んでこいつ。河原かわらにひっぱりだしてもゲーム機離さねーから、川の中にブン投げてやったー」


    「ひどい！　ケンケンそれは酷ひどすぎるよ！」


    「おかげでこいつキャッチボールできるようになったぜ？」


    「そういえば健太。あのときのゲーム機。まだ弁べん償しようしてもらってないよな」


    「〝しゅっせばらい〟ってやつでたのむー」


    「まあいいけど」


    「よくないよ！　ちゃんと弁償してもらいなよ！　ケンケンきっと出世しないよ!?」


    「いえいいんです。ゲームはもう卒業しました。最近の趣味は、これ、このように──」


    　と、ジンジンはズボンの後ろポケットから、一冊の文庫本を、すっと抜き出した。


    「おもに読書です」


    「小説ですの？　それはライトノベルというやつかしら？」


    「勉強の方法もすでにコツを得えました。以前のように無駄に浪ろう費ひすることもなく、時間は効率よく有意義に、趣味に対して多くを割りあてることができています」


    「なになに？　それどんなの。みせてみせてー」


    　手をぱたぱたとやってアピールする霞かすみに、ジンジンは薄うすく微ほほ笑えんで首を横に振った。


    「女性には刺激が強いかと思いますよ」


    「えっちなやつだっ!!」


    「ち、ちがいます！　ハードでシリアスで、戦たたかいが深刻で、残ざん酷こくな場面があったりするという意味で──」


    「森もりが前に言っていました。殿との方がたはある程度仕方がないのだと。ジンジンもお年頃なんです」


    「だから違いますって！」


    　ジンジンがいくら否定しても、女性陣三人は神しん妙みような顔でうなずくばかりだった。
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     自己紹介のひ・ケンケン
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    「ようっし！　俺おれのターンだーっ！」


    　誰に言われたわけでもないのに、ケンケンが声を張りあげる。


    「もう手ぇ、おろしていーよなー？　なー？」


    　誰に言われたわけでもないのに、ずっとバンザイしていた両腕を、誰も「いい」と言っていないのに勝手に下おろしている。


    「さすがの俺も、いまちょっとヤバかったぜ」


    　いったいなにがヤバいのか。誰も訊きかない。訊いてあげない。


    　皆、それぞれ自己紹介がはじまる前にやっていたことに戻ろうとしていた。


    　霞かすみは原稿用紙とエンピツを取りだすと、なにやら執しつ筆ぴつ作業に取りかかった。


    「センセに言われてて。みんなの紹介の記事書かないといけないの。学校新聞に載せるんだってー」


    「部長さんらしいお仕事ですわね。霞さん。頑張って」


    「これ、なんであたしが言われるんだと、そう思ったんだー。そっかー。あたし部長さんだったんだもんねー。ジルちゃんにはあとでわかんない字あったら訊くかもー。よろしくねーっ」


    『まかせてー』


    　毎日大量に文字を書いているジルは、ネイティブ日本人よりも漢字を知っている。


    「俺のユメは、世界一つええ男になることだ」


    　ケンケンが胸を張って、そう言った。


    「きいてないし」


    「そしてパイロットになるわけだ」


    「だからきいてないし。ていうか──」


    　霞は原稿用紙から顔を持ちあげた。


    「──ケンケンあんたはいま世界一強い男になるとそおゆった！」


    「そうだぞ？　だから世界一強いパイロットだぞ？」


    「ああほら。霞さん。それじゃ負けですわよ」


    「しまった！　つっこんじゃったよ！　あたし！」


    「そうして世界最強となった俺は、宇宙飛行士になるわけだ」


    「だからケンケンあんたはいまパイロットになると──」


    「ああ四しノの宮みや先せん輩ぱい。アメリカやロシアでは、宇宙飛行士はテストパイロット上がりの人材が多いそうです」


    「あれ？　じゃあいいの？　いまのオーケー？　おかしくない？　ああ！　ほらぁ！　ケンケンがまともなこと言うからぁ！」


    「うっせーぞカスミ。おまえさっきからおかしいぞ。ひとがマジメなハナシしてんだから、だまってきけよ」


    「うんそうだね。黙だまるねあたし」


    「えーと。あとなんだっけ。……せかいさいきょーの格かく闘とう家かになるだろ。パイロットになるだろ。宇宙飛行士。そんで野球でもってメジャー行くだろ。サッカーじゃイングランドのチームに呼ばれていくんだ。あとはえーと。そうそう。傭よう兵へいになるのを忘れちゃいけねーよな。Ｆ１レーサーも。オレンジの服着てハイパーレスキューと……」


    　指を折り曲げてケンケンはユメの数々を数えあげてゆく。


    　霞かすみは執しつ筆ぴつがはかどっていた。かりかりとエンピツで紹介記事を書きつらねる。


    　聖せい羅らはペットボトルの蓋ふたを回して紅茶を口に含ふくんだ。ほんの一口飲んだあとは、蓋をきっちりと回して閉しめる。


    　ジルはホワイトボードに、ワンワンとニャンニャンとクマの絵を描いている。ワンワンとニャンニャンは、クマさんに食べられて消えてしまった。なんとクマさんは肉にく食しよくだった！


    　ジンジンだけはケンケンの「ユメ」を聞いてあげているかと思いきや──。文庫本を開ひらいて、栞しおりのあったページから読書を再開させている。


    「やっべえーっ！」


    　ケンケンが急に大声を張りあげた。しかし誰もそちらを向かない。


    「忘れてた！　ちがうちがう！　そんなんじゃなかった！　俺おれがほんとーになりたかったのは、そんなあたりまえのシゴトじゃなかった！　なんで！　俺忘れてたかなーっ!!　チカったのに！　あの真っ赤な夕陽に向かって！　俺、チカイをたてたのにー！」


    　ケンケンうるさいよ、という顔で、霞が横目だけを振り向けた。


    「なにになるの？」


    「俺！　なるッ！　──ガンダムにッ！」


    「あそう。がんばってね」


    「なー……？　どうやったらガンダムになれるのかなー？　ほかのシゴトは、俺、なんとなくわかるんだけどよー……。ガンダムだけは、俺、わっかんねーんだー……。なー……？　どうやったらなれると思うー？」


    「それは難しい問題だね」


    　ひとりジンジンだけが付きあってあげている。たとえ形ばかりとしても──。


    『すごいね。ジンジン』


    「ほんとですわね」


    「そだね」


    　女じよ子したち三人は、そこに親友の輝かがやきを見た。
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     エンピツ
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    　一学期の中間試験も近づく、五月のある日──。


    　ＧグツＪジヨ部ぶのせまい部室は、一部分、お勉強会となっていた。


    「だからね。３からマイナス３を引くわけね。だから答えは６になるのね。わかった？」


    　お姉さん声で理り路ろ整せい然ぜんと霞かすみは説明する。ノートにさらさらと鉛筆で式を書き、教えているのは、中一の数学。中二の霞にとっては去年通ってきた道。もともと数学が大得意の霞にとって、お姉さんぶることのできるいい機会である。そして霞はその種しゆの機会を決して逃のがさない。


    「なんねーよ」


    　鼻と上うわ唇くちびるのあいだにシャープペンシルを挟はさみ、拗すねているのはケンケン。


    「だから３から３引くんだから、０じゃん。おまえのほーがまちがってるよ」


    「まちがってない。マイナス忘れてる。引くのは３じゃなくてマイナス３」


    　鉛筆を握にぎる手にも力がこもる。だが霞は辛しん抱ぼう強く、年下のケンケンに教えた。


    「俺おれさー。その〝マイナス〟ってわかんねーんだ」


    「はあ？」


    「だからマイナス３って。どーゆーイミ？　ふつうの３と、どーちがうの？」


    「そこからかっ！」


    　霞の額ひたいに青あお筋すじが浮かぶ。鉛筆がみしっと音を立て、先せん端たんの芯しんが、ばきっと弾はじける。


    　折れ飛んだ芯が部屋のあちこちを跳ちよう弾だんした。ジルが顔を上げ下げさせて、その行方ゆくえを追いかける。霞自身は「あーやっちゃったー」という顔でうつむいていた。小説から顔を上げた聖せい羅らに「ふふふっ」と仄ほの暗ぐらい笑えみを向けられて、さらに小さくなる。ペンケースをごそごそとあさって、かわりの鉛筆を探すが、尖とがっている新品がなかなか見あたらない。みんな先っちょが丸くなった使用済みばかりだ。


    「なんでおまえシャーペン使わねーの？」


    「いいの」


    「不便じゃねーの？」


    「便利だもん」


    　霞は意地を張った。そこは自分でもわかっている部分。なおさら認められない。


    　ケンケンはこれ見よがしに、シャープペンシルをくるくると器用に手の上で回した。何回転もやってから、ぱしっと握り直し、カチカチカチと連続ノックして、芯を伸ばして見せつける。


    「まるまっちいのしかねーんだろ」


    「あるもん」


    　霞はさらに意地になった。ペンケースの中身を机のうえにすべてぶちまける。一ダースほどの鉛筆が、机のうえで隊列を組むが──。


    「全ぜん滅めつですわね」


    　聖せい羅らが涼すずしい声でコメントする。十二本すべてが〝使用済み〟だった。


    『霞かすみちゃん。シャープペンシル使う？　わたし二本持ってるから』


    　ジルがホワイトボードに書いてきてくれたが、霞は首を横に振った。


    「おま。エンピツ削けずるやつ。もってきてねーの？」


    「だって大きくて重いんだもん。一キロくらいあるんだよ。持ってこれるわけないもん」


    「小さいの買えよ」


    「やだ。紫し音おんさんに貰もらったやつだもん。あたしあれしか使わないんだもん」


    　霞は子供のように意地を張りつづけた。


    「ほーらフベンじゃねーか」


    　ケンケンが勝ち誇ほこった。長なが年ねんのケンカ友達を、ついにやっつけた、という顔だ。


    「うー……」


    　霞は言い返すことができない。


    「ほーらフベンだ。フベン～。フベン～。ばーか。ばーか。ばーか」


    「うー……」


    　霞は恨うらめしそうな目を、ケンケンに向けるばかり。


    　いまにも泣き出しそうな霞の顔に、ケンケンは囃はやしたてるのをやめた。


    　気まずい顔になったケンケンは──。あっちを見て──。こっちを見て──。そして頭のうしろをばりばりと搔かいて──。


    　最後には──。片手を霞のほうに、ずいっと伸ばした。


    「かせよ」


    　肘ひじまでまっすぐに伸ばした腕でケンケンは催さい促そくする。


    　芯しんの折れた鉛筆がおずおずと霞の手から渡された。


    　ケンケンはそれを片手に持つ。そしてもう片方の手では、カッターナイフを構かまえる。


    「こんなもんはなー。削るやつなくたってなー。カッター一本あればなー」


    『鉛筆削りっていうんだよ。ケンケン』


    「うるせー。だまってみてろ」


    　ケンケンは慣れた手つきで、鉛筆をくるくる回しながら、しゅっしゅっと木くずを向こうに飛ばしていった。


    　霞は魔法でも見るような目つきで、それを覗のぞきこんでいた。


    　男の子の手の中で、自分の折れた鉛筆が、みるみる命を吹き返してゆく……。


    「──んっ！」


    　削りおわった鉛筆を、ケンケンは、ぶっきらぼうに、霞に向けて突き出した。
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     恋人つなぎ
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみたち三人は、ひとつの机を仲良くシェアしていた。


    　プリッツをこりこりと短くしてゆきながら、霞が言う。


    「手のつなぎかたにね。いくつも種類があるんだってさー」


    「どんなのですの？」


    　霞からおすそわけされたプリッツを、めずらしそうな顔でかじった聖せい羅らは、驚いたように目を見み開ひらいた。一本はすぐになくなってしまう。霞はもう一本を笑顔で聖羅に勧すすめた。横合いから伸びてきたケンケンの手は、ぱしりと手て厳きびしく、はたき落とす。


    「手の繫つなぎかたって……。どんなのですの？」


    　プリッツの数本が消えてから、思いだしたように、聖羅が言った。


    「んーとね……」


    　霞は椅い子すを動かして、聖羅の隣となりに移動していった。


    　並んで座って、手と手をつなぐ。


    「こんなのとか」


    　まず最初は、普通の握あく手しゆみたいな握にぎりかた。


    「あとこんなのとか」


    　つぎのつなぎかたは、小指と薬指の二本だけを握るようなやりかた。


    「あとねあとねっ。〝恋人つなぎ〟ってのもあるんだって」


    『それ！　それ知りたい！　霞ちゃん！　どんなのっ!?』


    　ジルがいきなり乗り気になった。ホワイトボードに物もの凄すごい勢いきおいで文字を書く。


    　霞はこんどはジルの隣へと移動していった。


    「んーとね……。たしか、こうだったかな？」


    　ジルの手を取って、指を絡からませ合うような握りかたをしてみる。


    『これが。恋人っぽいつなぎかたなの？』


    「うーん……？」


    　ジルに訊たずねられると、霞は自信のなさそうな顔になった。


    　別段、さっきまでのつなぎかたと違っている気がしない。


    『よくわかんないね』


    　ジルと二人で首を傾かしげあう。


    　つなぎかたが違うのか。それともほかに理由があるのか。なんだかまったく〝恋人つなぎ〟という気がしない。


    　口にくわえたプリッツをひょこひょこと上下に動かしつつ、霞かすみは考えこんだ。


    　しばらくして思いついて、部屋の片かた隅すみに、ついと顔を向ける。


    「ケンケン。おいで」


    「しらねーよ。けちんぼ」


    「プリッツあげるから。おいで」


    　箱を差しだすと、ケンケンはいそいそとやってきた。


    　プリッツをなんと五本も強ごう奪だつしていったケンケンを、しかたないなぁとお姉さんの目で見守る。食べおわるのを待ってあげて、それからハンカチを差しだして、まず手の脂あぶらを拭ふき取らせた。


    　そして手をつないでみる。


    「んー……？」


    『霞ちゃん。どう？　……どう？』


    　興きよう味み津しん々しんのジルが訊きいてくる。


    「もういいだろ」


    「だめ」


    　ケンケンが手をほどこうとするので、霞はぎゅっと握にぎりしめた。逃げていけないように指と指を一本ずつ絡からませあう。


    「なんで俺おれなんだよ。あいつでもいーじゃん」


    「だってジンジンじゃ。男の子っぽくないんだもん」


    「男の子っぽくない……」


    　読んでいた小説を取り落としそうなほど、ジンジンはショックを受けていた。


    「もーいいだろ！」


    「だーめ」


    　指と指とを絡ませあって、ぎゅうっと握る。


    　やがてケンケンは静かになった。なんで静かになったのかと思えば、空あいてるほうの片手でマンガ雑誌を開ひらいていた。


    　逃げるおそれがなくなって、霞は指の力を抜いた。いろいろと試ためしはじめる。


    　男の子の指って意外と太い、だとか。そんな認識がはしった瞬間──。霞は急に恥はずかしさを覚えた。


    「なに赤くなってんのおまえ？」


    「なっ──なってないもん！」


    『霞ちゃん。恋人つなぎ、わかった？』


    「う……。うん。たぶんこのつなぎかたで、いいんだと……思うよ？」


    　耳たぶまで真っ赤に染めて、霞はジルに答えた。
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     親友
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　足を机の上に投げだして、なんともお行ぎよう儀ぎの悪い格かつ好こうでマンガ雑誌を読んでいたケンケンは、ぽつりと、隣となりにいるもう一人の男の子──通つう称しよう《ジンジン》に口を開ひらいた。


    「なあ。わるいやつらって、ふだん、なにやってるとおもう？」


    「悪い奴やつら、とは？」


    　話しかけられたジンジンのほうは、手にしていた文庫本から目を離さずに返事を返す。


    　ちなみに読んでいるのは小説。彼がマンガを読んでいるところを目にした者は、この部の中にはひとりもいない。


    　女じよ子したち三人は、あやとりをしたりゲームをしたり、それまでの作業を続けながら、何なに気げないふりで、男だん子したち二人の会話に聞き耳を立てていた。


    「だからわるいやつらだよ。セカイをセーフクしようとか。ハカイしようとかいうやつら」


    「それはひょっとすると……」


    　と、そこでジンジンは、文庫本に栞しおりを挟はさんでテーブルに置いた。眼鏡めがねのブリッジのところを、ついと指で持ちあげ直して──。そうしてケンケンを正しよう面めんから見み据すえる。


    「……テレビのなかに出てくる人たちのことかな？　ライダーとかレンジャーとか、その種しゆの人たちの戦たたかっている相手？」


    「きまってんじゃん。ほかになにがあるってーんだ」


    　二人のやりとりを、霞かすみ、ジル、聖せい羅ら──の女子たち三人は、ハラハラどきどきワクワクしながら、期待に満ちた眼まな差ざしで見守っている。


    「ふぅ……む。ふだんはそれなりの日常があるんじゃないかな。彼らにだって家庭があるだろう。子供がいたり親がいたり。学校に通っている人だっているかもしれない」


    「ええっ？　シゴトしてたりすんのか？」


    「彼らはあれが仕事のはずだけど」


    「やっぱそうだよなー。あれれ？　でもそうすっと、あれってキューリョーとかでんのかな？」


    「出ないと困るだろうね。俳優業は」


    「ふーん。ヒミツケッシャも、タイヘンなんだな……」


    　話は一段落ついたようで──。ケンケンは納なつ得とくしたようにマンガに戻った。ジンジンも小説の栞を外はずして続きを読みはじめる。


    　女子一同は、ほうっと、溜ためていた息を吐はきだした。


    「いやあ。親友だよね」


    「そうですわねえ」


    　霞かすみがまず言い、ほっぺたに手をあてて聖せい羅らが肯こう定ていする。


    　毎度毎度のケンケンのお馬鹿な質問に、我が慢まん強く、辛しん抱ぼう強く、忍にん耐たい強く、受け答えするジンジン。


    　愛。愛。愛。まさにそれは愛。親友同士の無む上じようの愛。無限の愛。


    『ジンくんきっとわかってるんだよね。ケンケンの言っているのは〝悪あくの組織の人〟のほうだってこと。ガチで本気で言ってるんだってこと』


    　──と、そう書かれた「ホワイトボード」を、ジルは女の子だけに見える角度で立てかける。


    　白い板ばん面めんに各色マーカーを使って、ジルは皆と会話する。口で喋しやべると訛なまりが出たりカタコトになったりしてしまうのだ。一年以上も続けていると、筆ひつ談だんはもう手慣れたもの。会話にノータイムで追いつく速度が出せている。


    「当然。そうだよ。ジンジンしかできないよ。無理無理。あたしムリ。あれに突っこまずにいられるなんて……。ハリセン出ちゃう～」


    「わたくしも仄ほの暗ぐらい感情が沸ふつ々ふつと……」


    　三人はこしょこしょと密談を続けた。本人たちを前にしてウワサ話を堂々と行おこなうことを、〝ＧグツＪジヨ部ぶ式密談〟という。


    『いいのかな？　ケンケンに教えてあげないでいいかな？　〝悪の秘密結けつ社しや〟の人たちはホントはいないんだってこと』


    「あのね。ジルちゃん」


    　と、霞は年ねん長ちようぶった口ぶりでジルに言う。


    「ひとにはサンタさんを信じる自由があるんだよ？　悪の秘密結社だって正義の味方だって、いると思っていたっていいんだよ？」


    「姉ねえさま四年になられてもまだサンタさんを信じていて……」


    「あー。まーちゃんはピュアだよねー」


    『そ、そっか。ジンくん見習わないといけないんだね』


    「あの域いきになるには何年もかかるよ。ケンケンとジンジン何年越しかで熱愛中だし」


    『や、やだっ！　霞ちゃんたら！　そういうのっ。イケナイよっ』


    　女じよ子したちの密談が変な方向に盛りあがっていたそのとき──。


    「なあ」


    　マンガを読んでいたケンケンが、不意に口を開ひらいた。女子たちはびくりと身をすくめたが、ケンケンは気にしたふうもなく、親友であり相あい棒ぼうであるジンジンに声だけを向ける。


    「あくのそしきのキューリョーって、ゲッキューかな？　ジキューかな？」


    「時給もあるんじゃないかと思うよ」


    「ああ。そっか。そうだな。サンキュー」


    「いや。いいよ」
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     ジンジンみたいなの
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    「マンガにさー。ジンジンみたいな男の子。よく出てくるよねー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　縦たてに積んだコミックスの山を、十五分に一冊のペースで消化してゆきながら、霞かすみがぽつりとそう言った。


    　その言葉に最初に反応したのは、誰あろう、ジンジン本人。


    　眼鏡めがねのブリッジ部分をついっと持ちあげて、霞に言う。


    「お言葉ではありますが。僕には自分がマイノリティな側であるという自じ負ふがあります」


    「まいのりてぃ？　ああ。レアって意味だったっけ？」


    「霞さん。ジンジンは難しい言葉を使いたがるお年頃なのですから。察さつしてあげないと」


    「セラちゃん。痛いたい。痛いよ。そーゆーのジルちゃんの役目だよ」


    『え？　ええーっ？　わたし！　してないよー!!』


    　話題を振られたジルは、ホワイトボードをぱたっと向ける。ノータイムで書いた文字を出せるということは、自分に話題が振られる数秒も前から書きはじめていたということになる。


    「僕の話だったはずですが」


    「あっ。そだった！」


    　ジンジンに話題を戻されて、霞はぽかんと口を開あけっぱなしにした。


    「──だから。ねえ。いない？　たいていのマンガにさー。ジンジンみたいな男の子ー？　一人くらい、いない？　ねえ、いるよね？」


    「ですから僕みたいなのって、いったい、どんなのでしょう？」


    「うーん？」


    　手にしたマンガを開ひらきつつ、霞は、天てん井じように視線をさまよわせた。


    「……だから？　ジンジンみたいな男の子だよ？」


    「すいませんでした。四しノの宮みや先せん輩ぱいに説明を求めた僕が間違っていました。ところで先輩の言われるそのキャラは、そのマンガに出ているのですか？　すこし拝見してもよろしいでしょうか」


    「ダメッ！」


    　強烈な拒きよ絶ぜつにあい──ジンジンは手を伸ばした姿勢のままで凍こおりついた。


    　霞は「信じらんない！」という顔をしてマンガ本を猛もう烈れつにガード。そういえば積み上げられている本にも、全巻、ブックカバーがつけられている。


    　人に見られて困るような本を部室で読むのはどうなのでしょう、という点にはあえて突っこまず、ジンジンは眼鏡のフレームをついっと持ちあげた。


    「まあそれはともかく……。説明していただけないことには、同意も否定もできかねますが」


    「だーかーらー。ジンジンみたいな男の子なの。どーしてわかんないかなー？」


    　感性とフィーリングの世界で生きている霞かすみには「説明」という行為は難なん易い度どが高すぎた。


    　ジンジンは助けを求める視線を、残る二人の女性へと向けた。


    　聞いていないふうでいて、しっかり聞いている聖せい羅らが、横を向いたままで──口を開ひらく。


    「スカしてる？」


    「なっ!?」


    「そう！　それ！」


    　霞は手を叩たたいた。セラちゃんすごーい、と、ぱちぱちと褒ほめ称たたえる。


    　聖羅は黒くろ髪かみを手で払い、ふっと薄うすく笑いを浮かべた。


    　対してジンジンのほうは、普段クールなその顔が、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたようになっている。


    「先せん輩ぱいはどう思われますか？」


    『ふえっ？　センパイ？　わ、わたしっ？　わたしって先輩？　も──もいっかい言って』


    「ジル先輩は、どう思われます？」


    『うーん……』


    　とホワイトボードに書いたきり、ジルはしばらく天てん井じようを見上げていた。そしてマーカーのキャップをふたたび外はずして、さらさらと書く。


    『戦たたかう……、マンガ……。とかに、よく出てきたりする？』


    「バトルマンガだったら、俺おれ、チョー詳くわしいぜー」


    　と、これまでまったくのノータッチだったケンケンも、話題に参さん入にゆうしてくる。


    「ジル。おまえ。スルドイじゃん」


    　先輩を先輩と思わない物もの言いいで、ケンケンが言う。


    　ジルが嬉うれしそうにこくこくとうなずく。


    「たしかにいるよなー。仁じんみたいなやつ」


    「だから僕みたいなのって、いったい、どういう……」


    「カッコつけてて、口だけはデカいんだけど。でもけっこう弱えーの。主人公が修しゆ行ぎようしちまうと、すぐにチカラの差がついちまうのー」


    「それでは──」


    　と、聖羅がまとめに入る。


    「──多数決制度により、ジンジンはスカし系キャラであり、かつ、どのマンガにでも登場してくるありふれた存在であるということで、よろしくて？」


    　女じよ子したち三名がうなずいて返す。ケンケンも足先で返事をする。


    　一人、釈しやく然ぜんとしない顔でいるのは、ジンジンだった。


    「スカしてなんて……、いません」


    　半分、涙目だった。
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     カワイイ
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    「ばか！　ばか！　ばか！　ケンケンのばか！」


    「バカって言ったほうがバカなんだからなー！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　今日も今日とて、霞かすみとケンケンは喧けん嘩かをやっている。


    　聖せい羅らはペットボトルの紅茶を一口含ふくみ、キャップをきゅっとよく閉とじてから、喧嘩をしている二人を眺ながめた。


    　暇ひまを持てあましていた聖羅は、机の上に頰ほお杖づえをついて、音楽でも聴くかのように、二人の声に耳を傾かたむける。


    「先に言ったのそっちでしょ！　ばか！」


    「うっせ。ばーか。ばーか。ばーか」


    「ばかっていったほうがばかなんだって！　あんたはいまさっきそお言った！」


    　なんで言い合いをしているのか。もはや当人たちにも、きっとわかっていないのだろう。


    　なんで喧嘩をしているの──と、問いかけてみたら、二人揃そろって肩をすくめて「さあ？」と言ってくるに違いない。


    「カワイイわね」


    　目を細めて、聖羅はつぶやいた。


    「いいッ──!?」


    　目を剝むいて返してきたのは、ケンケンのほう。


    「なんだよ！　てめー！　カワイイって！　それどーゆーいみだー！」


    「あらケンケンだけ？　わたくし。二人ともカワイイって、そのように言ったつもりなのですけど」


    『うん。霞ちゃんってカワイイよねー』


    　ひとりでこっそり宿題をやっていたジルが、ペンを持ち替えてホワイトボードにそう書いている。でもたぶん、その文字を認めたのは、この場にいる人間のなかで聖羅ひとり。


    「また言った！　カワイイゆーなー！」


    　ケンケンは怒おこっている。具体的には、腕を両方とも頭ず上じように振りあげて、「怒ったぞー」のポーズ。


    「男にカワイイとかって！　おまえ！　いけないんだぞー！」


    「あらイケナイのね。だったらどうするの。パパにでも言いつける？」


    　聖羅は楽しげに目を細めつつ、ケンケンに言った。


    「パパにだって言われたことないぞー！」


    　からかわれているということがわからずに、ケンケンはムキになって反論する。


    　とうてい反論になどなっていないのだが、すくなくとも本人的には、反論しているつもりなのだ。


    　ふるふるっと、聖せい羅らは顎あご先さきを震ふるわせた。


    　その震えは、首から頭へと伝わった。背中を覆おおう長い黒くろ髪かみを大きく震わせて、聖羅は、ほうっと息を吐はいた。


    「ほんと。カワイイわね。ケンケンって」


    　さっきまでは、ただの退たい屈くつしのぎ。


    　これからは本気。


    　その目に妖あやしい輝かがやきをともらせて、聖羅はケンケンを正しよう面めんから見み据すえた。


    「それで。どうするの？　ケンケン？」


    　霞かすみはすっかり表おもて舞ぶ台たいから退場した顔で、プリッツの箱を開あけにかかっていた。


    　ジルに「ん」とばかりに差しだす。ジルはジルで、一本よりは多いが、三本よりは少ない、二本というまさに中ちゆう庸ような本数を抜き取っている。遠えん慮りよと親愛の中間にある本数だ。


    「ど、どうするって……な、なにをだよ？」


    　凄すご味みを帯おびる年上の女性に、ケンケンはややビビりぎみに聞き返す。


    「わたくしがやめなかったら。ケンケンは、いったいどうするつもりなのかしら？」


    「や、や、や……、やめねーと。……ひどいぞっ！」


    「ケンケン……。カワイイ。カワイイ。カワイイ。ほんと。カワイイ」


    「か、カワイイゆーなー！」


    　両腕を頭ず上じように振り上げて、ケンケンは地じ団だん駄だを踏んだ。上うわ履ばきで床をだんだんと踏みしめる。


    「カワイイ。カワイイ。カワイイ。なんてカワイイ。もう天あま使つか家けの弟にいらっしゃいな。毎日かわいがってあげる」


    「セラちゃんって弟欲しい子だったっけ？」


    『霞ちゃん。こういうときはね。くわばらくわばら。って言うんだよ』


    「あっ。それおばあちゃん言ってた。聞いたことあるっ」


    　霞とジルはすっかり観客モードになっていた。プリッツがどんどん減ってゆく。


    　小説のページをめくる音が部室に響ひびく。ジンジンはこの出来事にまったく関かん知ちしていない。ひょっとしたら気づいていないのかもしれない。読んでいるライトノベルは、ちょうどいまラスト三十ページのあたりだ。大詰めの山場だ。


    「カワイイやめろー！　やーめーろー！　か、か、か──カワイイって言ったほうが！　カワイイんだからなー！」


    「あらそれってケンケン。わたくしへの愛の告白なのかしら？」


    　聖羅は本当に楽しげに、目を細めた。
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     千冊の誓い
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　文庫本のページをめくる音が部室に響ひびく。


    「ジンジンほんとよく本読んでるよねー」


    　ケンケンが読み終わったあとのマンガ雑誌を、ぱらぱらと飛ばし読みしながら、霞かすみが言う。霞もマンガや小説は兄の影響でよく読むほうだが、それにしても、ジンジンは暇ひまさえあれば小説を開ひらいている。


    「二年生までに千冊ほど読む予定です」


    「予定？」


    　マンガ雑誌から顔をあげて、霞はジンジンを見返した。


    「いえ。決意表明と受け取って頂いて構かまわないかと。ごく至近の未来における確定事項です」


    「ほえー」


    　ぴっと眼鏡めがねを持ちあげて言い直すジンジンに、霞はぼんやりと声を洩もらした。


    　クールであまり男の子っぽくはないものの、ジンジンだって、いちおうは男の子。なんか男の子のボタンを、知らないうちに押してしまったようである。霞にもそれはわかった。


    「でも千冊って……」


    　と、霞は日割り計算をはじめた。数字と計算は得意なほうである。


    「一年三百六十五日として、一日、二・七三九七二六冊だよ。すごいじゃない」


    「小数点以下第六位まで暗算でやっちゃう人のほうが凄すごいと思いますが。ええ。まあ。読書の目標としてはそう低いものではないという自覚はあります」


    　どかっ──と。机の足を蹴ける音が、そこで響く。


    「そんなのぜんぜんすごくねーよ」


    　ケンケンが話題に乱らん入にゆうしてきた。椅い子すにふんぞり返った姿勢でマンガ雑誌を読みつつ──。


    「俺おれなんか卒業までにジャンプ一万冊読むもんねー」


    「そういえば──」


    　と、さらに聖せい羅らも話題に参さん入にゆうしてくる。


    「──大きい数言えばいいと思っている大人おとなって、よくいますわよね」


    『聖羅ちゃん黒いよ。ここは素す直なおにすごいねーって褒ほめてあげないと』


    「ジルちゃんのそれも結構痛いたいと思うよ」


    　ケンケンの張り合うような大おお口ぐちに、三人はそれぞれそんなリアクションを返している。


    　だけどだいじょうぶ。迂う遠えんな言い回しだと、たぶん、ケンケンにはわからない。


    「あれ……？　でも？　あれあれ？　週刊誌って一年に五十冊くらいしか出ないんじゃないっけ？　三年ずっと読んでいたって百五十冊にしかならないよね？」


    「じゃサンデーもマガジンもチャンピオンだって読むもんねー。おいカスミ。ちゃんと持ってこいよな。じゃないと来てやんないからな」


    「持ってくるけど」


    　霞かすみは言った。目もつ下かのところ、ケンケンが部室に来る目的は〝マンガ雑誌〟だ。


    「──でもそれだって、三年で六百冊だよ？　千冊にだって遠いよ？」


    『霞ちゃんイジワルやめてあげようよ。ケンケン涙目だよ』


    「イジワルじゃなくてこれ計算だよ？　数字はイジワルとか関係なしに変わんないもん」


    「僕の話だったはずですが」


    　眼鏡めがねのフレームをついっと持ちあげて、ジンジンが言ってくる。


    「そうだった」


    　涙目のケンケンからジンジンに話題の中心が戻る。


    「だけど一日約三冊でもそれすごいよ。ジンジン」


    「僕の朝は一杯のコーヒーから始まります。起き床しよう後ごに登とう校こう前まえの時間などを利用して午前中にまず一冊。午後は昼休みなどを利用しつつもう一冊。そして部活に出てきてから読むこれは三冊目ですね。帰宅後は色々とスケジュールも詰まっておりますので、学校にいる間に消化するようにしています」


    「ほへー」


    「ウソつけ。仁じん。──おまえコーヒーのめねーじゃん。苦にがいのヤだって。あとおまえ。昼休みもずっと読んでるけど。いま読んでるそれと同じやつじゃん。おまえ結局、一日かけて一冊読んでるだけじゃん」


    「う、うるさいな。もうすぐこれは読み終わるんだよ。スケジュールはまだたったの一七〇パーセントしか遅れていない」


    「あれ？　じゃあそれって……？」


    　霞は訊きいた。机の上には数冊の小説が積み重ねられている。ジンジンが本を読むときには、いつもそうして積まれている。


    「はったりとかブラフとかいわれる類たぐいのものですわね」


    　聖せい羅らの手て痛いたい指摘が飛ぶ。それを受けてジンジンはこそこそと本をカバンにしまいはじめた。


    「あんなにたくさん積んであるから……。てっきり今日読んだ分だと思ってたー」


    「霞さんみたいな人間には大変有効な手ですわね」


    「わ、わかりましたよ。では中学卒業までの三年間で一万冊！　これでどうですか！」


    「ジンジンがケンケン化したー」


    　その日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は──。


    　男の子たちのボタンを押しちゃうと、どうなるのかという、研究活動だった。
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     男の子ってカッタイ
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    「男の子ってさー……。カッタイよねー……」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　感心したような声をあげながら、霞かすみはケンケンの肩とか腕とかを撫なでまわしていた。


    　マンガ雑誌を読みながら、うるさそうに腕を振っていたケンケンであるが、霞が離れないとみると、最後には諦あきらめて、好き勝手させるようになっていた。


    　霞は肩をもみもみ。腕をもみもみ。


    　マッサージみたいなことをやっているが、べつに肩もみしているわけではない。男の子の固かたさを確かめているわけだ。


    「ねえ。男の子ってさー。やっぱ。カッタイよねー？」


    「さ、さあ……。訊きかれましても。よくわかりませんわ」


    　霞に訊たずねられた聖せい羅らは、肩をすくめて返した。


    　ケンケンに対する霞の〝蛮ばん行こう〟を、なんとはなしに見ていた聖羅だったが、話題が自分に向いてくるとは思わなかった顔だ。


    「──うちは姉ねえさまも姉ねえ様も、みんな女の子ばかりですもの」


    「森もりさんカッコいいよ。スーツ着てるとダンディだよ？」


    「森だって女性ですよ？」


    「そっか。そうだよねー」


    〝森さん〟というのは天あま使つか家けの侍じ従じゆうの人である。スーツ姿でいるときが多いが、たまにメイドの服装にもなる。〝完かん璧ぺき超ちよう人じん〟と名高い、なんでもできる人である。


    「なんでなんだろ。女の子はカタくないのに。ほらー。ぷにぷになのにー」


    　霞の手が伸びていったのは、ジルのほっぺた。なんでか彼女のほっぺたは、ぷにーとお餅もちのように、よく伸びる。それで本人、べつに痛いたくはないらしい。


    「セラちゃんだって、ほら、柔やわらかいよー」


    「え？　あの、ちょっ……」


    　聖羅は慌あわてた顔になった。


    「あっ……、ひゃっ」


    　首くび筋すじを〝もみもみ〟とされて、聖羅の口から可愛かわいらしい悲ひ鳴めいが洩もれだす。


    　自分の手で口を押さえて、聖羅は顔を赤くした。可愛い声を上げてしまったことを恥はじている。そんな聖羅の様子に気づくことなく、霞の手は、聖羅の首から腕、そして脇わき腹ばら方面へと下くだってゆく。


    「うーん。やっぱりそうだよねー。女の子ってカタくないよねー。やわらかいよねー。なんでだろー？


    「だめ。霞かすみさん。やめて……」


    　ぷるぷると顎あご先さきを震ふるわせて、聖せい羅らは降こう参さんの声をあげた。


    　霞の手が離れてゆくと、聖羅はくたりと、机に突つっ伏ぷした。


    「うん。ほら。やっぱ。男の子のほうは、カッタイよー？」


    「おま。また来たのかよ。チョーうぜー。聖羅のほう揉もんでろよ」


    　ケンケンはマンガを手放さない。


    　霞の手に肩や腕を〝もみもみ〟されても、邪じや魔まそうに顔をしかめるばかり。


    「ほらほらジルちゃん。セラちゃんもー」


    　霞に手招きされて、これまで蚊か帳やの外そとにいたジルは、ひょこひょこと喜んでやってきた。


    　机に突っ伏して死んでいた聖羅も、むっくりと生き返る。椅い子すを持参でそそくさと移動する。


    　ケンケンのまわりを女じよ子し三人でもって取り囲かこんだ。


    「ほらほら。ねー。カッタイよねー。なんでだろうねー？　ほらここんトコとか。特に」


    　霞は大だい胆たんに揉みしだいた。


    『わー。わー。わー』


    　ジルは背中のあたりを、指先でつついている。


    「おとなしくしていなさいな。ケンケン。こんなのべつにどうということは……、ないんですから。ないんですのよ」


    　聖羅は呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、ケンケンの腕を撫なでおろし、そして脇わき腹ばらにその手をさまよわせはじめる。


    　もちろんケンケンは言われなくてもおとなしくしている。


    　女子たちの手が笑いのツボをくすぐったときには、うっひゃっひゃと笑い声をあげるものの、それ以外のときには、基本、勝手にさせている。


    「なんで男の子ってカッタイのかなー？」


    「ほ、ほんとですわね。こ、こらっ。ケ……ケンケン逃げるんじゃありません」


    「だからそこ。くすぐってーんだってばよ」


    「ジルさん。ほら押さえて」


    『う。うん。ごめんねケンケン君──』


    　女の子たちがエキサイトはじめた、その時──。


    　部室の隅すみから、「うおっほん！」とばかりに、わざとらしく大きな咳せき払ばらいが響ひびいた。


    　霞を除のぞく女子二名は、しゅぱっと──飛び退のく勢いきおいでケンケンから離れた。


    　逸そらした目線を、あっちに向けたりこっちに向けたり。知らないフリを続ける二人に、咳払いをあげた男だん子し──ジンジンは、眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげながら、口を開ひらいた。


    「僕だっていちおう男子なんですけど」
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     禁句
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　読むべきマンガも特にない曜日。ケンケンは暇ひまを持てあましていた。


    「おいカスミ」


    　と霞かすみに声をかける。霞は二年生。ケンケンのほうは一年生。年上なのに「さん」を付けずに呼び捨てにするのが、ケンケンという男の子だ。


    　当然、霞からは、つーんと冷たい無視が返される。


    　それをケンケンは、なんでか女によくある機き嫌げんの悪い日なのだと解かい釈しやくをする。


    　まさか原因が自分の呼びかたにあるとは考えない。


    　三秒もそのことについて考えることなく、ケンケンは話しかける相手をかえた。


    「おい。仁じん」


    「なんだい？」


    　眼鏡めがねのフレームをついっと持ちあげ、ジンジンは友人の呼びかけに即そく座ざに応おうじる。


    「なあ、おまえってさ──」


    　ケンケンは、なんでもないことを訊きくような感じで──。


    　ほんとうになんでもないさりげなさで、ジンジンに言った。


    「おまえ。なんでいるわけ？」


    　その言葉で、女じよ子したち一同のあいだに戦せん慄りつがはしった。


    　ずざざざざ──と、ケンケンの口を押さえながら、部室の片かた隅すみに拉ら致ち。口を押さえたのは、それ以上、言ってはならないことを口走らせないためだ。


    （なっ──なんだよ。なにすんだよ!?）


    （黙だまって。ケンケン）


    （ケンケン。お黙りなさい）


    『だめだよケンケン君。それは言わない約束だよ？』


    　霞と聖せい羅らからは押し殺した声で囁ささやかれ、ジルからはホワイトボードに書かれた文字を向けられて、ケンケンはとりあえずおとなしくなった。


    （ケンケンそれは言っちゃいけないことなんだよ）


    （だからなんでなんだよ？）


    　すごく近いところで、霞と言いあいになる。


    （だってジンジンって、部員じゃないもん）


    （俺おれも部員になったつもりねーんだけど）


    （ケンケンは捕ほ獲かくしたもん。だから部員だよ）


    　桜の花びらがまだ残っていた頃──。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの部室の前をうっかり通りがかった一年生のケンケンは、霞かすみたち三人の手によってＧＪ部に代だい々だい伝わる〝ＧＪ部式勧かん誘ゆう法ほう〟により、このＧＪ部に入ることとなった。


    　すなわち、袋詰めにして部室に拉ら致ちり、そして、あの手この手で──なだめ、すかし、紅茶、ケーキ、接せつ待たい、ツンデレ、その他、ありとあらゆる手段をもって、翌日も来る気にさせるわけだ。


    　ケンケンの場合にいちばん効果的だったのは──〝少年マンガ雑誌〟だった。


    　毎週毎週。雑誌が読み放題。


    　サンデー。ジャンプ。マガジン。チャンピオンもあるよ。


    　一週遅れではあるが、霞の兄からお下さがりがもらえるのだった。


    　そうしてケンケンは、本人の言い分はともかくとして、ＧＪ部に勧誘されて部員となった。


    　しかしジンジンのほうは、そういう経けい緯いでこの部に来たわけではない。


    　彼の場合は、ただ単に、ケンケンがここにいるからという理由で来るようになっただけだった。


    『だからねケンケン君。〝なんでいるの？〟って訊きいちゃだめなの。それは激しく禁きん句くなの。ジンジン君いなくなっちゃったら困るでしょ？』


    （べつにいなくなったってかまわねーけど？）


    「あたしたちが困るの！」


    　叫さけんでしまってから、霞は、はっと自分の口を押さえた。声が大きかった。


    　こそーっと、部屋の向こうに目をやると、文庫本を開ひらいたジンジンは、静かにページをめくっているところだった。


    （ジンジンがいないと困りますわね）


    　と聖せい羅らもコメントする。そのあとで「萌もえませんから」と、さらに小さく付け加える。


    　女じよ子したち三名は、大きくうなずきあった。同意が形成される。


    （そういうことでケンケン。もしジンジンが貴方あなたのせいで来なくなったりしたら、責任を取らせますわよ。泣いたり笑ったりできなくしますわよ。──よろしくて？）


    （セラちゃんお面めんかぶっちゃうよ。よくわかんないけど。怖こわいんだよーっ？）


    　たらりと冷や汗あせを流して、ケンケンはうなずいた。「聖羅がお面をかぶる」の意味は、まったくぜんぜんわからなかったが、本能がキケンを告つげていた。


    　三人と一人とで、合意が形成された。


    　そろ～りと、視線を向けて、ジンジンのほうを窺うかがうと──。


    「おかまいなく。読まなければならない本は、たくさんありますので。本など、どこで読んでも同じことですから。──であるならば、ここの部室で読んでいたとしたって、なにひとつ変わりはないということは、これはもう論理的にいっても明めい白はくなわけです」

  


  [image: ]



  
     異能はひとりいっこまで
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    「あたしもッ！　欲しいッ！　異い能のうっ！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　突然、霞かすみが、天てん井じように向かって叫さけび声をあげた。


    「異能といいますと。いわゆるライトノベルなどでよく出てくるアレという解かい釈しやくで良いのでしょうか？」


    　霞が変な雄お叫たけびをあげても、いつもは静せい観かんを決めこんでいるジンジンが、なぜだか今回にかぎって、真っ先に反応していた。


    「そう！　その異能！」


    「ところでいま先せん輩ぱいは、あたしもとおっしゃいましたが。──それはどなたか知り合いに異能持ちの方がいらっしゃるということでしょうか？」


    「異能はひとりいっこまでッ！」


    「はい。ありがとうございました」


    　言葉が通じる状態にないと判断して、ジンジンはライトノベルに戻った。とある異能ものの新しん約やく第二シリーズの四巻目へと、立ち返る。


    「霞さんも。中二真っ盛りですものね」


    　クールな声で応おうじたのは、聖せい羅らだった。


    「だけど異能なんて。そんないいものでもありませんわよ」


    　黒々とした髪をさらりとかきあげて、気けだるげな表情を浮かべる。まるで持っているかのような口ぶりだ。


    『そうだよ。そうだよ』


    　ジルもホワイトボードに書いている。ふるふると細い金髪を顎あごと一緒に震ふるわせて同意を示す。


    「なになに？　おまえら異能持ってんの？　なんで!?　スッゲー！　カッケー！　なーなー！　どんな異能？」


    「異能……。《中の人》」


    　聖羅がぽつりとつぶやいた。


    《自分が何なに者ものかになれると本気で思っている小こ僧ぞうはまったく始し末まつに負おえませんわね。異能でも手に入れば手っ取り早く自己承認が行おこなえるということなのかしら。努力と修しゆ行ぎようも否定して、ぽっと出での能力が棚たな牡ぼ丹たで落ちてくることを望むとか。なんて安上がりなプライドかしら》


    　どこから聞こえてくるのか定さだかではない〝声〟が部室のなかに響ひびいた。


    「おまえそれただの腹ふく話わ術じゆつだろ！　異能とか言って言いたい放題してるだけだろ！」


    「あらどうしたの？　ケンケン？」


    　聖せい羅らは素そ知しらぬ顔で受け答える。


    「なんかよくわかんないけど！　俺おれいま悪口言われたろ！　いまの悪口だったよなー!?」


    　ケンケンは周囲に確認を求めるが、ジンジンとジルは可哀かわい相そうな顔を返すばかりで、二人のどちらも答えてあげない。


    「セラちゃん！　ネーミング適当すぎるよ！　もっとカッコいいの考えて！」


    「そこかよ！」


    『あれ？　あれ？　えっと？　わたしも異い能のう……とか？　やればいいのかな？』


    「やって！」


    「きけよ！」


    『えと。……異能。……《力もち》？』


    　ジルは片手を伸ばすと、騒さわいでいるケンケンの首根っこを摑つかんで、ぷらーんと吊り下げた。


    「おーろーせー！」


    「すごい！　ジルちゃん力持ち！」


    「こっち。よわいほうの。て。」


    　肩をぱんぱんと叩たたいて、そう言う。


    　ケンケンを片手でぶら下げている関係上、ホワイトボードが使えない。だから片かた言ことの日本語だった。ジルは書くのは上じよう手ずだが、話すのはあんまり上手でない娘である。


    「おーろーせー！」


    「すごい！　すごいよジルちゃんもセラちゃんも！　ふたりとも凄すごい異能だよ！」


    　ようやく下おろしてもらえたケンケンか、部屋の端はしまで椅い子すを運んでいって、ジルと距離を取るように身を置いた。隅すみっこのほうでスネた声をあげる。


    「そんなん。どこが異能だよ。それ異能ちがうし。……まあ芸だけど」


    「そういえばうちのお兄ちゃんの異能もねっ。凄いんだよっ」


    「俺の話をきけよ！　……きいてよ」


    「京きよう夜や様が？」


    「My samurai master?」


    　霞かすみの兄──四しノの宮みや京夜の名前が出て、ジルと聖羅が関心を向ける。二人にとって霞の兄は、ちょっと気になる人物である。


    「名付けて！　異能ッ！　《ぎうにうナイト》！　牛乳十本、一気に飲めちゃうのー！」


    「すげえ！」


    　叫さけんだのは──ケンケンだ。


    「ぜ！　ぜひ弟子入りさせてくれ！　俺もっ！　俺も俺も俺も俺も！」


    　ＧグツＪジヨ部ぶ的に盛りあがる部室の中で──ひとり、ジンジンだけが、首を横に振って、大きなため息をついていた。
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     憧れの異能
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    「霞かすみさんの欲しい異い能のうは、どのようなものですの？」


    　ＧグツＪジヨ部ぶのせまい部室は、引きつづき異能の話で盛りあがっていた。異能の話への関心は尽きない。


    　だが部屋のなかで一人──ジンジンだけは、なぜか大きなため息をついていた。話に加わらずに、文庫本を開ひらいている。


    　聞いていない振りを決めつつも、しかし小説を読むわけでもなくて──やっぱり皆の話に耳を傾かたむけている。


    「うーんとねっ。たとえばねっ。なんかねっ。こうねっ。──手をかざすの。そうすると。すっごいもんが出てくるのっ。そして敵を倒すのっ」


    　霞は手を前に突きだすポーズを取った。


    　ジルがホワイトボードにマーカーで書き書きとやる。質問を書く。


    『それで？　すごいって、どんなふうにすごいの？　霞ちゃん？』


    「うーん……」


    　霞は目を閉とじて腕を組んだ。


    　深ふか々ぶかと考えこむ。


    「なにが出てくんだよ？　すげーもんって、なんなんだよ？」


    　そこが重要なところなのか。ケンケンも身を乗り出して訊きいてくる。


    「そうっ！」


    　くわっとばかりに、霞は目を見開いた。


    「──たとえばケーキとかっ！」


    「ケーキでどうやって敵を倒すんですの？」


    「おま。じぶんがケーキ食いたいだけだろ。ぜってーそうだろ」


    「すっごいケーキが出てくるんだよー？」


    「すごいもすごくないも、ケーキはケーキだろーが」


    「いっぱい出るんだよ？　つぎつぎとっ。際さい限げんなくっ。無限にっ。……すごいんだよ？」


    「敵はケーキに埋まるわけですわね」


    『食べがいがありそうだねー』


    「先せん輩ぱい方がた──」


    　一人無視を決めこんでいたジンジンが、ついにたまりかねたように話題に参さん戦せんしてきた。


    「──まず〝敵〟とはなにかを定義すべきじゃないんですか？」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげ、皆に言う。


    「戦たたかう相手のない力は無意味であるばかりか害がい悪あくです。我々は無む為いに力を持ってはならないはずです」


    　しかし誰も聞いていない。


    『どんなケーキかな。チョコレートケーキかな。パウンドケーキかな。チーズケーキ好きだよ。わたし』


    「じゃあそれでっ！」


    『わーい』


    「ちょっと聞いてくださいよ。頼みますよ」


    　だが誰も聞いてくれない。


    「なんだよそのヘンな異い能のう。ぜんぜんカッコよくねーぞ」


    「だけど可愛かわいらしいですわよ」


    『おいしそうだよ？』


    「ばーか。カッコいいってことは、強いってことなんだよ」


    「健けん太た。頼むから君だけは──」


    「もうっ。ケンケンさっきからうるさいよ」


    　霞かすみはケンケンを叱しかった。


    　ジンジンは叱ってさえもらえなかった。


    「──じゃあさ。ケンケンはどんな異能が欲しいわけ？」


    「俺おれか？　俺のはもちろん。──手をこう腰だめにしてかまえてだな。んでもって……。はーっ！　ってまえにつきだすと、なんか、すっごいもんが出てくるわけよ」


    「なんだか霞さんと同じですわね」


    「カスミなんかとおなじにすんな！　へんなケーキなんか出ねーぞ！　すっごい〝気〟が出てくんだぞー！」


    「ケンケンなんかとおなじにしちゃだめー！　へんな気とかそんなの出ないよ！　すっごいケーキが出てくるんだよー！」


    『二人とも仲いいねー』


    「ですわね」


    「よくない！　なんでこんなのと！」


    「よかねえよ！　なんでこんなやつと！」


    『ほら』


    「ですわね」


    「ですから貴方あなたがたはその能力を使っていったい何なに者ものと戦うのですか。──って誰も聞いてないんですよね。はいわかってますよ」


    　ひとりジンジンはいじけていた。
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     えすえむ
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    「えすとかえむとか。あるらしいよ」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみがぽつりと、そんなことを口にした。


    「なんですの？　それ」


    　まっさきに反応したのは聖せい羅ら。口元に運びかけていたお菓か子しを箱に戻して、手を膝ひざのうえにおいて、霞に訊きく。


    「んっとね。なんかねっ。ジョブとか、属ぞく性せいとか、クラスとか。なんかそんなの？」


    「ゲームの話ですの？」


    「ちがうよ。現実の話だよ。人の属性だよ。テレビでやってたけど、お兄ちゃんに訊いても教えてくんないの。そういえばお兄ちゃんの部屋の小説に、えむとかえすとかいう名前の本があったから……。読んでみたの。そしたら書いてあったよ。よくわかんなかったけど。ああそうだ。あれも禁きん書しよにしなきゃ。お兄ちゃんは、えちい本は禁止です」


    　しょっちゅう脇わき道みちに逸それる霞の話を、聖羅は無限の忍にん耐たい力りよくをもって聞いている。


    「それで霞さん？　えすとえむというのは？」


    「〝えす〟っていうのは、いじめっこ？　……なんかそんなようなかんじ。それで〝えむ〟のほうは、いじめられるほう？　踏まれて喜んでもっと踏んでー、とか言うの。えちいの」


    『ＳとＭのお話とか……してる？』


    　そのへんでジルも関心を持って話に入ってきた。編あみ物を脇にのけて、ホワイトボードを体の前に立てかける。


    「ジルちゃん知ってる？」


    『わたし……。なんか聞いたことあるかな。……slave と master?』


    「そうなの？」


    　霞は小こ首くびを傾かしげる。


    『あれれ？　ちがった？　"slave"は奴ど隷れいで、"master"は、御主人様の意味だよね』


    「いま〝中の人〟に訊いてみましたら……。サドとマゾの略りやくだそうで」


    　ぼんやりと虚こ空くうを見上げていた聖羅が、ぽつりとそう言った。


    「だれ？　中の人って？」


    「さあ。わたくしも。それ以上のことは」


    　聖羅はふるふると首を振る。


    『聖羅ちゃんって、ときどきへんなこと言うよね』


    　ジルがホワイトボードに書き書きとコメントを入れている。たまに出てくるその話題は、あまり突っこまれることなく、だいたいすぐに終わる。


    　女じよ子したちの話題が盛りあがっている脇わきで、男だん子したちは、いつものように我われ関かんせずの構かまえを取っていた。ケンケンは机に足をのせて、お行ぎよう儀ぎ悪く、週刊マンガ雑誌を漢おとこ読よみの最さい中ちゆう。ジンジンはそのケンケンの足の隣となりに文庫本を数冊ほど積みあげて、本日のノルマを読どく破は中。


    「セラちゃん〝えす〟だよね」


    「そうなんですの？」


    「だってセラちゃんイジメる側だよ？　いじめられる側じゃないよ？」


    「霞かすみさんがそう言うのでしたら。そうなのでしょうね」


    『わたし？　わたしはどっち？』


    「うーん……。ジルちゃんは……。えむ？」


    『ええーっ？　わたしいじめられちゃうほうなのー？』


    「そうかもー」


    　きゃっきゃっ、と女の子たち三人で笑いあって、話もそこで終わりになろうかという頃ころ合あいに──。


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと直しつつ、ジンジンが堪たまりかねる、という顔で参さん入にゆうしてきた。


    「ＳとＭというのは性的嗜し好こうのことです。天あま使つか先せん輩ぱいの言われたようにＳとはサドであり、サディストの略りやくであり、つまり加か虐ぎやくによって性的快感を味わうタイプの人間を指す言葉です」


    　霞は眉まゆをひそめた。


    「せ、性って……。えちいよ。ジンジン。えちい男の子って、嫌きらわれちゃうよ？」


    「せ──!?　先輩たちが話してたことじゃないですか！」


    「ジンジンって……、ぜったい、〝えむ〟だよね」


    「ですわね」


    『うんそうだよね』


    「ちょ──なんで僕がっ!?　なんで満まん場じよう一いつ致ちなんですか！　ていうか聞いてくださいよ。僕のどのへんがエッチなんですか。誓ちかってもいいですけど──僕はその種しゆのライトノベルだって極きよく力りよく避さけるようにしておりますし──」


    「読んでるんだ。ほらやっぱ。えちいよ」


    「だから聞いてくださいよ！　読んでないって言ってるでしょおっ！」


    「おい。仁じん」


    　どん、と机の上で足が音を立てる。


    「うっせえぞ。黙だまれよ」


    「す。すまない」


    「ほら。ジンジン。〝えむ〟だ」


    　女の子たち三人は、こしょこしょと囁ささやきあって、うなずきあった。
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     ポニテの日
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    「セラちゃん。それ。カワイー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　今日の部活動は聖せい羅らの髪型で持ちきりとなっていた。


    「体育の時間に結むすんで、そのままにしてみました」


    　背せ筋すじを伸ばして聖羅は椅い子すに座っている。その背中に、黒くろ髪かみが一ひと筋すじの流れを作っている。


    『セラちゃんの髪。綺き麗れいだけど。ちょっと重たい感じがするよね。ポニテだと軽くなっていいかも』


    　漆しつ黒こくのロングヘアを背中に流しているのが、普段の聖羅の髪型だ。扇おうぎ状じように広がる髪は腰まで覆おおうほどの量がある。


    　今日はそれが、高い位置で結ゆいあげられていた。ポニーテールの尾おの先が、セーラー服の襟えりをくすぐるように揺れている。


    「セラちゃんずっとそのままでいたらどうー？」


    「うふふっ。たまにするからいいんですのよ」


    　顔いっぱいの表情で褒ほめたたえてくる霞かすみに、聖羅ははっきりと笑いのかたちを作って返した。


    　まんざらでもない様子である。


    　一年生のときには三人とも同じクラスだったが、二年生になったときのクラス替えで、三人とも別々になってしまっていた。だから部室においては去年以上にべったりだ。


    　そんな女じよ子したち一同の盛りあがる会話にも、男だん子したち二名はまったくのノータッチ。


    　ジンジンのほうは、訊きかれれば「似合ってますよ」くらい言うのだろうが、訊たずねられなければ自分からはなにも言わない。


    　ケンケンのほうは、そもそも気づいているかどうかさえ怪あやしい。


    　マンガを読んでいたケンケンは、片手を机のうえに伸ばして、ぽん、ぽん、ぽん、と、なにかを手でさがすような仕し草ぐさをはじめた。


    　そのことに気づいたジルが、ケンケンの手の進路上に、クッキーのお皿をそれとなく置いた。ケンケンの手は、しっかとクッキーを握にぎりこむと引っこんでいった。


    　もっしゃもっしゃと食べおわり、もういちどケンケンの手が伸びてきたときには──。


    　その同じ場所にクッキーの皿はもうなかった。女子たちのほうに戻されてしまっている。


    　あれ？　──という表情で、ケンケンはようやくマンガ雑誌から顔をもちあげた。


    　自分がポッキーをさがしているということにも、おそらく気がついていないまま──なにか違い和わ感かんを覚えて、きょろきょろと部屋の中を見回した。


    「だれ？」


    　ケンケンはつぶやいた。知らない女が、部屋の中にいる。


    　不ふ審しんな目になって、その後ろ姿を、じーっと見つめているうちに──。


    「なんだ。聖せい羅らかよ」


    　それが聖羅であることに、ケンケンは気がついた。変装してたから。わかんなかった。


    　クラスの女じよ子しの何人かがやっているような髪型で聖羅は変装していたが──。しかし、そんなことでケンケンの目を欺あざむきつづけることはできないのだった。


    　だいたい、いま気づいたが、お面めんかぶってるし。バレバレなのだった。


    「なに変装してんの。おまえ」


    　ケンケンは聖羅の背中に声をかけた。ひょこひょこ左右に揺れるポニテの尾おっぽに向けて話しかける。


    　しかし返事はない。


    　女どもは話に夢中で、ケンケンの声は聞こえていないようだ。


    　いつもつーんと澄まし顔でいる聖羅のやつが、今日はめずらしく、ころころと笑っていた。


    　ポニーテールの尾の先が、聖羅が笑うたび、左右に大きく揺れ動く。


    　ケンケンはしばらく尾の先を見つめていたが──。


    　やがてひょいと手を伸ばした。尾の先を、ぎゅっと摑つかむ。


    　がっくん──と。


    　首を後ろに引っぱられて、聖羅は驚きと狼ろう狽ばいの混まじった顔で、「！」と「？」とをいくつも頭ず上じように浮かべた。会話の途と中ちゅうの引きつった笑いのままで後ろを振り向くと、ケンケンの、にまにました顔と視線が重なる。その手にはポニーテールの尾の先が、しっかりと握にぎられている。


    　ケンケンをひと睨にらみして、毛先を奪うばい返して、そして前へと向き直る。


    　何事もなかったかのように、聖羅が霞かすみとジルとの会話に戻ろうとしたとき──。


    　またもや、がっくん──と、首が後ろに倒される。


    　ポニテの尾の先を、ケンケンがまたしても摑んでいる。


    　しかし聖羅は、目を細めて薄うすく笑顔を作った。やんちゃな弟に向ける顔で、めっ、と目だけで叱しかりつける。


    　年上の余よ裕ゆうで、聖羅が穏おだやかに事ことを収めて、会話に戻ったところで──。


    　がっくん。


    　またもやポニテの尾の先が、引っぱられた。


    　さすがに怒いかりを湛たたえた目で、聖羅が振り向くと──。


    　えへへー、とばかりに、得意げなケンケンの顔があった。


    「ケンケン。……仏ほとけの顔も三度、という言葉、ご存じかしら？」


    　静かな声でそう言った聖羅は──。いつも横掛けにしている狐きつねの面を、正しよう面めんにかぶった。


    　世にもおぞましい悲ひ鳴めいが、部室にあがった。
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     リンゴ
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    　リンゴが一個。


    　いつものせまい部室の机のうえに、ころんと置かれていた。


    　じーっ、と……。五人の視線が、その赤々としたリンゴに注そそがれている。


    　女の子が三人と、男の子が二人。合計、十の瞳ひとみが、その赤々としたリンゴに向けられている。


    「おいしそうだね。リンゴ」


    　五人を代表して、部長である霞かすみが沈ちん黙もくを破やぶった。


    「お、俺おれは──食うの専門家だからなー」


    　まだ誰もなにも言ってやいないのに、ケンケンがいきなり予防線を張りめぐらせている。


    「ケンケン。ナイフ使うのうまいじゃない。エンピツだとか──」


    「エンピツむけてもリンゴは剝むけねーんだよ」


    『ケンケン君。エンピツは〝削けずる〟っていうんだと思うよ』


    「だからリンゴは削れねえっていってんだろ」


    　男だん子しに期待なんかしないよ、という目つきを霞はする。


    　期待する眼まな差ざしを向けたのは──ホワイトボードに次のつっこみを書いているジルである。


    『だからねリンゴは削るんじゃなくて〝剝く〟のほうで──って、なに、霞ちゃん？』


    　霞は友人の顔を、じーっと見つめた。目め力ぢからをこめ、訴うつたえかけるように、じっと見つめる。


    　金髪で青い目をしたジルちゃんは、お人形さんみたいな女の子。三人の女の子たちの中でも、ある意味、もっとも女の子らしいといえる。だから期待する。してしまう。


    『あ。わたし。剝こうか』


    　霞の祈りが通じたか。ジルは席を立ってロッカーに向かった。


    　なにしろ四畳半あるかないかというせまい部室。私し物ぶつは一人一個ずつのロッカーにしまいこんである。


    「あれジルちゃん？　果くだ物ものナイフならここにあるよ？」


    　と、振り向いた霞の目に映うつったのは──。ぎらりと凶きよう悪あくなカタチと大きさの刃は物もの。


    　彼女が持ちだしてきた自分のナイフは、刃は渡わたり十数センチはありそうな物ぶつ騒そうな品で──。


    「なっ──ななな、なにそれ！　なにそんなデッカイの出してきてんのジルちゃん!!」


    『これ？　ハンティング・ナイフだよ？　トナカイとかアザラシとか解体するのに──』


    「解体しない！　しないから！　しまってしまってはやくそんなの！　アブナイから！」


    「かっけー!!」


    　ケンケンが早くも反応しちゃっている。


    　えーっ、と釈しやく然ぜんとしない顔のジルを、霞はとにかく気き迫はくで黙だまらせた。外国育ちで大自然育ちのジルは、ちょっと常識のズレていることがある。父親は世界的に有名な文化人類学者だそうで、カナダ育ちで、イヌイットとも交流が深かったとか。


    『じゃあ……。鉈なたか斧おの、ある？』


    「ありません」


    　リンゴの隣となりに置かれている果くだ物ものナイフを、霞かすみは顎あご先さきで示した。


    『こんな小さい刃は物もの……。使ったことないよ』


    　ジルはそこでリタイア。順番は次の女じよ子しである聖せい羅らへと回った。


    「森もりを呼びます」


    　スマホを取りだす聖羅に、霞は──。


    「待った待った！　まーった！」


    　──思わず大声で叫さけんでしまった。


    「なんですの？」


    「こんなことくらいで！　森さん呼んじゃったらだめだよ悪いよ！」


    　森さんというのは、聖羅の家にいる──お手伝いさん的な、メイドさん的な、そんなあたりのポジションの女の人。


    　ひとつわかったことがある。聖羅もリンゴ剝むきはリタイアということだ。


    「むー……」


    　腕組みをして、霞はリンゴを眺ながめた。どうやら丸かじりするしかないらしい。しかしそれでは皆で分けられない。だって口を付けちゃうことになるし──。男のコと女のコがいるしっ。


    「よかったら僕が剝きましょうか？」


    　と、そう言ってきたのは、まったくノーマークの人物だった。


    「ジンジン？　剝けるの？」


    「ええ。まあ」


    　リンゴを左手に。そして果物ナイフを右手に持ち、彼は慣れた手つきで、しゅるしゅると器用に皮を剝きはじめた。


    「ほへー……」


    　女子たち一同は、感心した目で作業を見守った。


    　やがて人数分に切り分けられたリンゴが並べられる。


    「やっりぃー。ウサギさんだー！」


    　なぜかケンケンの分だけ、リンゴがウサギさんになっていた。


    『親友だね』


    「そだね」


    「ですわね」


    　霞はジルと聖羅と三人で、普通のリンゴをかじりつつ、深ふか々ぶかとうなずきあった。
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     男のシカク
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    「俺おれ。男のシカクがねーんだ……」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　どんよりと曇くもった顔をするケンケンに、皆が心配そうな顔を向けていた。


    「ど、どしちゃったの？　ケンケン」


    「だから俺……。男、しっかくなんだ」


    　ケンケンは一瞬霞かすみのほうを見たが、すぐにがっくりと下を向いてしまう。


    「な、なにケンケン。だからどーしたの？　話してよ？　なにがあったの？　言ってくれたら、あたし──協力してあげられるかもしんないよ？」


    　普段と違うケンケンのようすに、霞はなんだか優しいキモチになってしまっていた。


    「俺。通ってくるべきみちを通ってきてなかったんだ。みんなやってきてるのに、俺だけ……」


    　訊きいてもケンケンは要よう領りようの得えないことをつぶやくばかり。


    　困ってしまった霞は、ケンケンの親友であるところのジンジンに視線を向けた。


    「今日。クラスで馬鹿話が持ちあがりまして──。いえ。本当にたいしたことじゃないんです。つまらないことです。忘れたほうが賢けん明めいです。健けん太たのことは放っておいて構かまいません」


    「そうもいかないよ？　──ねえほら。ケンケン。おねーさんに話してみ？」


    「俺。やったことがないんだ……。スカートめくり」


    「へっ？」


    　霞は、固かたまった。


    「小学校のとき。はやってたけど……。なにがおもしれーんだって思って、俺、シカトしてた」


    「そ、それで……、ケンケンは……、し、したいわけ？　す、スカートめくり？」


    「いやべつに。ぜんぜんわかんねーんだけど。でも……やんないと、男じゃねーらしーから」


    　意志を湛たたえたケンケンの強い目が持ちあがり、霞の目を正しよう面めんから捉とらえる。


    「ひィっ」


    「What is skirt-mekuri?」


    　ジルがホワイトボードに書くのも忘れて、英語で誰にともなく訊いているが、もちろん返事は誰からも返ってこない。


    「ありがとう。カスミ。そしてありがとう！」


    　ケンケンが椅い子すを鳴らして立ちあがった。


    「ちょ──。やだっ！　やっ！　ケンケン！　中学生にもなってそんなことすんなー！」


    「手伝ってくれるって！　カスミ！　言ったじゃねーか！」


    「──止とめてよジンジン！　ねえってば！」


    「ですから僕は忠告しました。健けん太たは放っておいたほうがいいと」


    「こいつ。もうオトコだから。俺おれを止とめるシカク。ねーから」


    　その言葉の意味を、霞かすみはすぐに理解した。


    「信じらんない！　ジンジン！　スカートめくりやってたなんてー！」


    「いやあれは若わか気げの至いたりといいますか──。小学生の二年の頃の話ですよ？」


    「たのむ！　カスミ！　俺を男にしてくれ！」


    「霞さん。頑張ってね」


    　女じよ子し向け小説のページをめくりつつ、聖せい羅らが、ぼそっとつぶやいた。


    「セラちゃ～ん！」


    　霞が聖羅にすがりつきに行った──その一瞬の隙すきを、ケンケンは見み逃のがさなかった。


    　鋭するどく直線的に動いて、すり抜けざまに──しゅっぱっと！　スカートをめくる。


    「ぎゃーっ！」


    　濁にごった悲ひ鳴めいをあげて霞が床にしゃがみこむ。


    　大粒の涙がこぼれ──そしてしゃがみこんだままで、霞は泣きはじめてしまった。


    『ケンケン君っ！　だめだよっ！』


    　ジルが両手を広げて霞を守るように立ち塞ふさがる。ケンケンはそのジルのスカートも──。


    「Oh! my! God!」


    「許ゆるせ。カスミ。ジル。──ったく。ほんとになにが楽しいのかわかんねー。女泣かせてよ」


    「じゃやるなー！」


    「Hentai! Hentai! Henati!」


    「だから許せ。俺が男になるためなんだ……」


    　と、ケンケンの目が最後に向かったのは──一人静かに読書を続ける、聖羅であった。


    「あら？　ケンケン。わたくしのスカートもめくるつもり？」


    　小説のページにはさみ、聖羅は椅い子すから立ちあがった。すうっと手が伸びてゆく。横掛けにしている狐きつねのお面めんを、顔の正しよう面めんへと回した。狐面の少女となって、ケンケンと対たい峙じする。


    「俺が男になるためだー！」


    　飛びかかってきたケンケンの──その手首を取り、「やっ！」と掛け声一いつ閃せん。


    　くるりん、ぽーんと、飛びかかった勢いきおいのそのままで、ケンケンは宙を舞った。そして背中からロッカーにドカッとぶつかる。スチールのロッカーが、体のカタチに見事にひしゃげる。


    　ノビているケンケンを見み下おろして、聖羅はお面を元の位置に戻した。


    《この私のスカートをめくろうですって？　色気づいてさえいないこの問題外のクソガキめが。三年早いですわよ。もっといい男になって出直していらっしゃい》


    　どこから響ひびいてくるのかよくわからない副音声的な〝声〟が、部室に毒を撒まき散らす。


    　そうしてケンケンは保健室送りとなった。
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     卵かけごはん
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    　五月の陽気のさなかの、とあるお昼休み。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの面めん々めんは、部室でお弁当を広げていた。


    　遠足のような物もの珍めずらしさも手伝って、ただでさえ楽しい昼食時は、いつも以上に賑にぎやかだ。


    「みんな一緒に食べられて、楽しいよねー」


    　お弁当箱をぱかっと開ひらいて、霞かすみは誰にともなくそう言った。両側をジルと聖せい羅らに囲かこまれて、満まん面めんのニコニコ笑顔だ。三人はそれぞれクラスが違う。給食の日はそれぞれのクラスで食べているが、お弁当の日は、皆で集まって食べることができる。


    　この五月になる前まで、毎日給食が出ていた。それがゴールデンウィークが明けてから、週三日だけとなったのだ。理由は……。食材の確保がどーだとか。ベクレル値ちがどーだとか。まあなんか大人おとなの事情。霞たち中学生にはあまり関係のない理由。


    『そういえばごはん一緒に食べるの久しぶりだね。二年になってからクラス別々だもんねー』


    　サンドイッチを口に運ぶ合間に、ジルはホワイトボードに書き書き。


    　学校側の粋いきな計はからいで、お弁当はどこで食べてもいいことになっている。当然、仲のいいメンバーで集まって食べることになる。ＧＪ部の場合は、これも部活動のうち。


    「気合い入りすぎですわよ……。森もり」


    　三段重ねの漆うるし塗ぬりの重じゆう箱ばこをまえに、聖羅は重たい顔でつぶやいた。


    　賑やかな女じよ子しの側とは対照的に、男だん子しの側は静かなものだった。


    　ジンジンは男子っぽくない小さめのお弁当箱を、ちまちまとつついているだけだし。ケンケンのほうは、じっと腕組みをしたまま、座ざして動かない。


    「あれ？　どうしたのケンケン？　お弁当、食べないの？　それとも持ってきてないの？」


    「ふっふっふ……」


    　皆の注目が適度に集まったところで、ケンケンはおもむろに腕組みをほどいた。


    「じゃーん！」


    　でっかいアルミのお弁当箱を、どんと机の上に置く。そして、ぱかりと勢いきおいよく蓋ふたを取る。


    　弁当箱の中身を見て、霞から順に──。


    「ごはんだ」


    『ライスだけ？　ケンケン？』


    「真ん中に梅干しがあれば日の丸弁当というやつなのでしょうけど。梅干しもありませんわね」


    　──女子たち一同がコメントを入れる。


    「じゃーん！」


    　ケンケンは次に卵を取りだした。殻からのついてる生なま卵たまごだ。


    　女じよ子したちの見ている前で、ケンケンは弁当箱の白ご飯のうえに、生なま卵たまごを割り入れた。醤しよう油ゆ差しのボトルを指先で潰つぶし、ぴょっと醤油を振りかけて、ぐっちゃぐっちゃとかき混まぜて──。


    　ずずずっと、一気にすすりこんだ。


    「うんめーっ！」


    「あー。なるほどー」


    　霞かすみは大きくうなずいた。こんどあたしもやろー、という顔で、ケンケンの食事っぷりを、うらやましそうに見つめる。


    「Unbelievableアンビリーバボー!」


    　悲ひ鳴めいに近い叫さけびがあがった。


    　ジルが椅い子すを蹴け立たてて、立ちあがっていた。


    　顔色は青ざめ、わなわなと震ふるえる指先を、ケンケンの〝卵かけごはん〟に突きつけている。


    「どうしたの？　ジルちゃん？」


    「Why! Why you eat the egg!? it is raw! Cannot believe one's eyes!」


    「なに騒さわいでんの？　この女」


    「なんで生卵なんて食べんの!?　それ生だよ!?　目を疑う……って、そう言ってるんだけど？」


    「うめーじゃん？」


    「ねー？」


    　いつもは女子一同でケンケンを糾きゆう弾だんする側の霞だが、今回ばかりは、ケンケンの側。ジルがなにを言っているのか、なにに驚いているのか、まったくわからない。普段は穏おだやかなジルが、柳りゆう眉びを逆さか立だてる──とでも言うべき剣けん幕まくでエキサイトしているのを、ぽかーんとした顔で見つめるばかりだ。


    「そういえば……。海外の方々には卵を生で食べる習慣がないのだとか。なんでも……。日本くらいなものなのだとか」


    「そなの？　だいじょうぶだよ。ジルちゃん。日本式だよ。ジルちゃんの好きな和の心だよ」


    『だって……。だって卵だよ？　生でたべないよ？』


    　霞は親友を説せつ得とくしようとするのだが、しかしジルはエンドレス・ループ。


    「ジルちゃんの大好きなサムライだって……、生卵食べてたよ。たぶん」


    　霞は卵かけごはんを、愛用の先割れスプーンですくった。暴れるケンケンの頭を押さえて、はい、とジルに向けて差しだす。


    「はい。あーん」


    　ジルはおそるおそる、口を近づけてくると──意を決して、スプーンにぱくついた。


    　神しん妙みような顔で、数秒間ほど──。


    「Delicious!」


    　明るい顔で、そう叫んだ。
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     ラブレター
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    「ジルちゃん、なに読んでるの？　それなに？　……お手紙？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ジルがお腹の上に広げて読んでいる手紙に──霞かすみは興きよう味み津しん々しんだった。


    『あ……。うん。あのね。今日ね。これね。この手紙ね。下げ駄た箱ばこにね。入っていたんだよ？』


    「そ、そ、そ、それってつまり……ラブレターあぁぁ!?」


    「古典的ですわね」


    　椅い子すを蹴け立たてて立ちあがった霞と対照的に、聖せい羅らはいつものクールさだ。


    「しかも紙の手紙だなんて。なんて古風」


    『そうなの？　これがラブレター？　だけど、どうしてお手紙を下駄箱に入れるのかな？』


    「様式美というやつですわ」


    『そなんだ』


    　ジルは納なつ得とくいったのか、いかなかったか──とりあえず手元の文面へと戻っていった。


    「じ、じ、じ、ジルちゃん。ジルちゃん。それっ。それラブレター……っ!?」


    　霞はまだショックから戻ってきていなかった。絶句して、口をぱくぱくと開あけ閉しめする。


    「どうしたの？　霞さん？　ラブレターくらいで。──そんなに驚くようなこと？」


    「も──もらったことあるの!?　セラちゃん!?」


    「ええ？　メールでしたらしょっちゅう。受信拒否リストに入れるのが、もう面倒で……」


    　けっこう酷ひどいことを聖羅はさらりと口にする。


    《ジルさんの頂いた手紙のように、紙の便せんに自じ筆ひつで書かれてきて、下駄箱に入れておくくらいの洒落しやれのある殿との方がたでしたら、文面に目を通すくらいはして差し上げるのですけど》


    　もっと酷いことが副音声にて流れる。


    「ど、どうするの……？　ジルちゃん？」


    『どうって？』


    「だから、お返事っ。……どうするの？」


    『ちゃんとおことわりするけど？』


    「断っちゃうのー!?」


    「霞さん。さっきからテンション高すぎですわ」


    「えっ？　そだった？」


    　聖羅に指摘されて、霞はようやく我われに返った。立ちあがって拳こぶしを握にぎりしめていたことに気がついて、お尻しりを、ぽてんと椅子に落とす。


    　下敷きを出してきて、ぱたぱたと首くび筋すじをあおぎはじめる。


    「あっちい」


    「なぁ」


    　静せい観かんを決めこんでいた男だん子し二名のうち──ケンケンのほうが、ここで、はじめて口を開ひらく。


    「〝らぶれたぁ〟って、なに書いてあんの？」


    「な、なにって……？　そりゃあ……。ねえ？」


    　霞かすみは女の子たちの間で顔を見合わせた。意味ありげな視線をかわしあう。


    「ちょっとみせろよ」


    「だめ。だめに決まってんでしょ！　──って！　たわーッ！」


    　無ぶ遠えん慮りよに伸びてくるケンケンの手を、霞はチョップで撃げき墜ついした。


    「ほらジルちゃんもなんか言ってやって！」


    『え？　あ？　……読む？』


    「ちがうでしょ！　だめだよ！　ジルちゃん！　きっとその人だって真ま面じ目めに一生懸命〝キモチ〟を書いてきてくれてるんだよ！　ほかの人に読ませちゃったら絶対だめだよ！」


    「そうでもなかったりするので受信拒否にしているのですけど」


    『そっか。そうだね。霞ちゃん』


    「カスミ。さっきからうるせーぞ。おまえのもらった〝らぶれたぁ〟じゃねーんだぞ」


    「そうだけど」


    　また立ちあがっていることに気がついた霞は、ぽてん、と椅い子すにお尻しりを落とした。


    「──でさあ。〝すき〟って、どんなん？」


    「は？」


    「だから。〝らぶれたぁ〟ってやつには、〝すき〟ってのが書いてあるわけだろ？」


    「そうだけど。──知らないけど。もらったことないし」


    「だからその〝すき〟って、どんなん？　その〝すき〟ってゆーの、どんなキモチ？」


    「そこからか！　そこからなのか！　オマエはっ!?」


    「好きとはつまり、ジンジンのケンケンに対する気持ちですわね」


    「そっか」


    「違います」


    　あっさり納なつ得とくしてしまったケンケンのかわりに、ジンジンが戦たたかいの場に立った。眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげ、反論を試こころみる。


    「──ええたしかに健けん太たには友人として友情は感じています。しかし先せん輩ぱい方がたの言われるような邪よこしまな感情は一いつ切さい持ち合わせおりません。英語で言えばLIKEのほうです」


    「もういいよ。俺おれ。わかったから」


    「わかってない。君はまったくわかってない。──てゆうか聞いてくださいよ先輩方もっ！」


    　もう誰も聞いていなかった。
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     ＳＩＳＴＥＲ
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    「今日さー。授業でならったんだけどさー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　めずらしくケンケンが話題を開始した。ちなみにＧグツＪジヨ部ぶでは話題をはじめる者のことを、伝統に基もとづいて、「オピニオン・リーダー」と呼ぶことになっている。


    「シスターって、それどういうイミ？」


    「シスター？　SISTERのこと？　──習ったんなら、ケンケン、もう知ってるんじゃないの？」


    　霞かすみがリリアンを編あむ手を止とめて、ケンケンに訊きき返した。


    　目もつ下かのところ〝リリアン〟は霞的な大ブーム。紐ひもを編んで作ったお手製ストラップが、聖せい羅らで三本、ジルに至いたっては断りきれずに五本も携帯につけられている。いま編んでいるのはケンケンとジンジンに押しつけるためのぶん。


    「だからさー」


    　ケンケンが足を机の上に荒っぽく投げだす。ジンジンは積んであった小説をカバンの中にしまいこんだ。足に汚よごされないためか、足の邪じや魔まにならないためか、どちらなのかはわからない。


    　部室にある机は、女の子用が三人で一つ。男の子用が二人で一つ。


    　せまい部室には、それ以上の机を運びこむ余地がない。


    「だからシスターって、それどーゆーイミなわけ？」


    「妹でしょ？」


    『お姉ちゃんって意味だよ。ケンケン』


    「姉ねえさまのことですわね」


    　霞とジルと聖羅と、三人でまちまちの答えが返ってきた。


    　女の子たち三人は、それぞれ顔を見合わせた。「あれ？」という顔になる。


    「じゃあ多数決ってやつ、とっちまってさ──それ〝姉〟ってことで、いーのか？」


    「Wait a minute. I'm....I'm a Kirara's sister.」


    「いまなんつったん？」


    「待ってよ。わたしってあのねあのね。キララの妹なんだけど」


    　ジルが英語で口走った内容を霞が翻ほん訳やくする。


    「ジルおまえ。いまシスターは姉ちゃんとか言ってなかったか？」


    『あれえ』


    　ホワイトボードに文字を書き書き。ジルは小こ首くびを傾かしげている。


    「姉なのか妹なのか、だから、どっちなんだよ？」


    「そんなこと言われてもねー。英語で話すときって、英語で考えるから……SISTERはSISTERだよねー。どっちだなんて言われたって、わかんないよねー。姉も妹もとくに区別しないよねー」


    『ねー』


    　霞かすみとジルは顔を見合わせてうなずきあっている。カナダで生まれ育って英語が母国語のジルと、幼少時から近所の英会話教室でバイリンガルで育った霞は、部室に男だん子したちがいないときには、英語で話しあったりするような仲だ。ジルも英語で話すときにはホワイトボードを使わずに言葉で話す。日本語で話すと、たどたどしい片かた言ことになってしまうのだ。


    「ケンケンも英語で考えれば？」


    「できるかよ」


    「健けん太たは、This is a pen.のところで、もうすでに躓つまずいていましたからね」


    「ほっとけよ」


    　ジンジンにチクられて、ケンケンはぶすっとした顔で応おうじた。


    「妹なのか姉ちゃんなのか。ハッキリしろよ。どっちなんだよ？」


    『そう言われてもー……』


    　ジルがマーカーを走らせてケンケンに答える。霞と聖せい羅らは、もう話題に飽あきて、それぞれリリアン編あみと世界格言集とに戻っている。律りち儀ぎにも付きあっているのは、ジル一人だけだ。


    「なんで英語じゃ妹と姉ちゃんが一緒なんだよ。セツメイしろよ」


    『えー……？』


    「Let it go.」


    　霞がちらりと目を上げて、短く言った。「ほうっておいていいよ」という意味の英語である。


    『だ、だけど……。わたしの国の母国語だから……。だからわたしが責任を取らないと』


    「セキニン？　どうセキニンとってくれんだよー。セキニンとれよー！　はーやーくー！」


    『う……。うう……』


    　ケンケンが子供的に囃はやしたてる。ジルは金きん色いろの眉まゆ毛げを引き寄せて、困り顔になった。藪やぶをつついて蛇へびを出すとは、このことだ。


    　ジルは長いこと思し案あんしたすえに立ちあがった。


    　部屋の隅すみのロッカーに向かう。自分のロッカーを開あけて取りだしてきたのは──。


    　トナカイも解体できるというウワサの、刃は渡わたり十数センチはありそうな、ごっついハンティング・ナイフだった。


    『責任。取るね』


    「な、な、な、な……、なにすんだおまえ!?」


    　ビビったケンケンは、椅い子すからずり落ちそうになって、裏返った声をあげていた。


    『腹はらを。切ります』


    「やめやめやめやめやめ！　やめーっ!!」


    　思い詰めた顔のジルを取り押さえるのには、四人がかりとなった。意外と力が強かった。
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     コロン
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    「Huh?」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。日本育ちの人間があまりあげないような声を出して、疑問を表現したのは──カナダ育ちのジルである。


    　きょろきょろと部室を見回す。ついで目を閉とじる。それから鼻をひくひくと動かして──。


    　目を開あけた彼女は、愛用のホワイトボードを取りだしてきた。マーカーのキャップをきゅぽんと外はずして、さらさらと文字を書きつける。


    『霞かすみちゃん。コロン付けてる？』


    　書き終わってボードを向けた相手は──霞だった。


    「あっ。やっぱわかっちゃったー？」


    　霞は、ぱっと顔を向けてきた。誰かが気づいてくれるのを待っていました！　という顔だ。


    『うん。いいにおいー。するー』


    「ちょっぴりだよ。ほんのちょっぴりだけねっ。放課後だけならっ──ねっ？」


    「柑かん橘きつ系けい、ですわね。なんですの？」


    「えへへー。これっ」


    　霞はがさごそとカバンをあさって、ガラスの小こ瓶びんを取りだしてきた。


    　中には透とう明めいな液体が揺れている。はじめて買ったフレグランス。初心者向きのコロンの小瓶だ。税込み五百七十七円。中学生のお小遣いでは、ちょっと冒ぼう険けんしちゃった買い物だ。


    「みんなも、ちょっと付けてみる？　みるっ？」


    　霞は小瓶の蓋ふたを開ひらいた。蓋についたほんの一滴ばかりを、ジルと聖せい羅らの手首のところに、ちょこっと付ける。


    　たったそれだけのことで、部屋の中に匂いがふわりと広がる。


    「森もりなどは香こう水すいを使ってますけど……。わたくしたちは、まずはオーデコロンからですわね」


    　手首の内側を見つめながら、聖羅が言う。


    「すごい。森さん。オトナっ」


    「なー？　……なんかニオイしね？」


    　三人はケンケンに顔を向けた。


    　マンガ雑誌から顔をあげたケンケンは、たったいま気がついたかのように、きょろきょろと部屋の中を見回している。鼻を動かして、くんくんとにおいを嗅かいでいる。


    「気づくのが、おっそ～い！　これだから男だん子しはダメだよねっ。ニブいよねっ」


    　霞は女じよ子したちに同意を求めた。さっきからずっとコロンの話題で持ちきりだったのに、ケンケンはまったく聞いていなかったわけだ。失しつ格かくだ。


    「だめだよケンケン。そんなんじゃお兄ちゃんみたくなっちゃうよ。お兄ちゃん信じらんないんだよ。髪のゴムの色変えたのに気づいてないの」


    「だれだよ兄ちゃんって。いつからおまえの兄ちゃんの話になったんだよ」


    「僕は気づいていましたよ四しノの宮みや先せん輩ぱい。月曜から水曜までは青色で、木曜からは黄色になっていましたよね。ただ、わざわざ口にすることでもないかと思いまして」


    「うん。ジンジンはっ。ごーかく」


    『わたし青のほうが霞かすみちゃんに似合うと思うんだけどジンジン君はどう思う？』


    「僕も同意見です」


    「うわ仁じんおまえなに女なんかと話してんの」


    「ケンケンいまあんたは全女性を敵に回した」


    「それよりさー？　……なんかクサくね？」


    「クサくないよ。いい匂いだよ」


    「くせえよ。わかんねーのかよ？　おまえ、ひっでえニオイしてるぞ？」


    「ひ……、ひどく、な、ないもん……」


    「なにそのニオイ？　あー、くせえ！　くせえーっ！」


    　ケンケンは鼻をつまんで、手をぱたぱたとあおぐ仕し草ぐさをした。


    「く、くさく……、ないも……、ないんだも……、っ！　う……、うわーん！」


    　霞は泣いた。


    　それに驚いたのは、ケンケンのほうだった。「いいっ!?」と目を剝むいて、いきなり泣いて、ぽろぽろと涙を流す霞を見つめる。


    　イジメたつもりはないのに。ホントのこと言っただけなのに。なんで泣いてるの。この女。


    「な、泣くな！　く、くせえけど。──お、俺おれ、我が慢まんするからっ！」


    「ゔ──!!　うわああぁぁ──ん!!」


    　霞はもっと泣いた。


    　ジルと聖せい羅らが、ガン泣きする霞に、二人して慌あわてている。ケンケンのほうはもっと慌てていた。


    「かせよ！」


    　なにを思ったか──ケンケンは霞の手から、コロンの小こ瓶びんを奪うばい取った。蓋ふたを開ひらくと、その中身を、頭からひっかぶった。


    「俺もくさいから！　心配すんなっ!!」


    　一滴で部屋に広がるほどの香かおりの元を、一瓶、まるごとだった──。


    　ものすごい臭しゆう気きが、ケンケンを中心にして広がる。


    　がたがたがたと、椅い子すを鳴らして皆が避ひ難なんする。泣きやんだ霞も、部屋の隅すみまで逃げてゆく。


    「くさいから寄らないで。──あと弁償しろっ」


    　その日、ケンケンは、誰からも三メートル以内に近づかせてもらえなかった。
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     ＡＲのひ
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    「きょうはＡＲのひー！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室に、霞かすみの声が響ひびき渡った。


    　霞が突とつ発ぱつ的てきにへんなことを言いはじめるのは、いつものこと。


    　部員たち一同は慌あわてず騒さわがず、編あみ物を置いたり、マンガを置いたり、それぞれ落ち着いて行動した。


    　自分の作業に一区切りをつけてから、腕を天高く衝つきあげたままの霞へと、その顔を向ける。


    「なんだよ？　えーあーるって？」


    『なにかゲームの言葉だったっけ？　霞ちゃん』


    「んっとねっ。あのねっ。お兄ちゃんの携帯が新しくなっててねっ。カッチョよくなってね。そしたらなんかスゴいのあったんだよ！　カメラでまわりを覗のぞくといろいろ見える──なんだっけ？　ポロリ？　そんなのあったんだー！」


    「ぽろりってなんだよ」


    「それポロリではなくてアプリではなくて──霞さん？」


    「そう！　それ！」


    　霞学の第一人者である聖せい羅らが、見事、正解を言いあてる。


    「ＡＲのアプリというと……これですか？」


    　と、ジンジンが自分のスマホでアプリを起き動どうさせる。


    　部室の様子がスマホの画面に映うつしだされる。そして現実の光景に重なるようにして、フキダシ状の、オブジェクトがぷかぷかと浮かんで見えている。


    「『ＧグツＪジヨ部ぶの部室。変人たちの集まり』……って、誰だこんなタグ付けたの」


    「『いつか奪うばい返してやる』──ああ。これは旧きゆう囲い碁ご部ぶですわね」


    　遅ればせながら、自分のスマホでアプリを探してきた聖羅が、ジンジンの覗いているＡＲ（拡張現実Augmented Reality）の世界に加わった。


    　二人してスマホの画面を覗きこむ。


    　スマホを構かまえて、あちこち向きを変えては、拡かく張ちようされてタグ付けされたセカイを覗きこむ。


    「二人のセカイに入っちゃだめーっ！」


    　霞が叫さけび声をあげた。


    「かわいそうでしょー！　わたしたち！　それできないんだよ！」


    「俺おれ。できるもんねー。おー。みえるみえーる。みえるぞーっ！」


    　ケンケンがお菓か子しの箱を顔の前に構えて、セカイを覗く仕し草ぐさをする。エアＡＲをしている。


    　ジンジンと聖羅が持っているのはスマートフォン。略りやくしてスマホ。霞とジルはガラケーといわれる旧式の携帯電話。そしてケンケンは、そもそも携帯電話を持っていない。


    「ほら！　かわいそうでしょー！」


    　霞かすみが指差してそう叫さけぶ。皆はケンケンに対してうなずいた。


    『だいじょうぶだよケンケン。二年生になったら、きっと買って貰もらえるよ』


    「いらねーよべつに。俺おれテレカ持ってるもんねー。電話かけほうだいだぜー。親戚あつまったときにさー。テレカないー？　ってきくとさー。山ほど出てくんだぜー。知ってっかー？」


    「なので！　きょうはリアルでＡＲのひでーす！」


    　と、霞が持ちだしてきたのは、付ふ箋せん紙しのブロック。書いて、剝はがして、貼はり付けられるタイプのメモ帳だ。


    　霞はボールペンを取りだし、付箋ブロックの一枚目に「かわいそう」と書きつけ、ぴっと剝がした。


    　その一枚をケンケンの額ひたいに、ぴとりと貼り付ける。


    「だからなんで俺がかわいそうなんだよ」


    　額に貼られた「かわいそう」を、ケンケンは剝がしてぽいっと捨てた。


    「ではこちらで」


    　かわりにぺたりと新たな付箋が貼り付けられる。


    　聖せい羅らが貼りつけたのは「肉」と書かれた一枚だ。


    「セラちゃん、なーに？　〝肉〟って？」


    「〝中の人〟によりますと、こうしたときのお約束だとか」


    「だからなんなんだよ。〝中の人〟って」


    　それから部室は賑にぎやかなことになった。奪うばい合う勢いきおいで、付箋に字を書いて──誰かの額や肩や背中に貼りつける。


    　すぐに皆は、体中、付箋だらけになった。


    　霞のおでこにほっぺに肩に背中に、付箋が貼られている。「かわいいよねー」「元気ですわね」「リーダー的です」「ばーか」と書かれている。


    　ジルの場合は、腕に両肩に後ろ頭に、「つよいほうの手」「ぽわわん」「姉スキー」「ばーか」と貼られている。


    　そして聖羅には、髪に肩におでこにお面めんに、「きれー」「オトナ」「クール」「ばーか」と貼られている。


    　ジンジンのところには、「スカしてる」「男の子成分不足」「萌もえ？」「ばーか」──と。


    　最後のケンケンには──「ばーか」「ばーか」「ばーか」「ばーか」と、四枚。


    「なんでだよ！」


    　文句を言うケンケンに対して、霞は、「自分の胸にきけ」と書いた付箋を、そのおでこへと貼り付けた。

  


  [image: ]



  
     腕相撲
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    「ケンケンってさー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ケンケンの肩とか腕とかに視線を注そそぎつつ、霞かすみがぽつりと口を開ひらいた。


    「けっこう。筋きん肉にくついてるよねー。ちっちゃいのに」


    「ちっちゃいは、よけーだ」


    　霞の視線を浴あびながらも、ケンケンはまったく気にせずマンガ雑誌を読んでいる。


    　このあいだ女の子たち三人で、ケンケンの体をなでくりまわした。男の子の「カッタイ」のを確かめた。


    「なんで男の子が固かたいのか、あたし、わかったー。筋肉ついてるからだよねー」


    「ケンケンも男の子なんですのね」


    『ケンケン。なにか鍛きたえていたりするー？』


    　自分のことが話題に上のぼっているせいか、マンガ雑誌に目を向けながらも、ケンケンのその頰ほおはぴくぴくと動いていた。やがてマンガ雑誌を机に置いて、ケンケンは体を向けてきた。


    　腕組み。そして。不ふ敵てきな笑い。


    「ふっふっふ……。しょーがねーなー、もー。そんなにゆーなら、みせてやってもいーぞー」


    　ニコニコしながら、ケンケンは前まえ屈かがみになって、机の上に肩かた肘ひじをついた。


    「さあ。こいよ」


    　立てた腕をぷらぷらと揺すって、なにかを誘さそう仕し草ぐさをする。


    「おー？　……なに？」


    　女の子たち三人が、わけがわからずに、ぽかんとしていると──。


    「腕うで相撲ずもうに誘っているんだと思いますよ」


    「あー！　なるほどー！」


    　女の子たち三人は、ジンジンの言葉に何度もうなずいた。それは女の子には出ない発想だ。


    「──じゃあ。あたしからっ！」


    　霞がまず名乗りを上げた。腕まくりをしてから、ケンケンとがっしり、手を組み合わせる。


    「ええと。開始の掛け声は、レディ・ゴー……でしたかしら？」


    「いつでもいいぞー」


    　ケンケンは余よ裕ゆうで構かまえている。


    　聖せい羅らの「レディ・ゴー」という掛け声によって、腕相撲が開始される。


    「うーん！　うーん！　うーん……!!」


    　霞は最初から全力だった。対してケンケンは、横を向いて口笛を吹いていた。まったく力りきむことなく、霞かすみの全力を軽かる々がると受け止めている。


    「よっと」


    　気のない声とともに、ぱたんと霞の手の甲こうがテーブルにくっついた。


    「うっわー。ケンケン。つよーい」


    「へへへ。そりゃーなー。俺おれ男だもんなー。どーだー？　聖せい羅らもやるかー？」


    　次に指名された聖羅は、クールなその顔に、めずらしく拗すねたような表情を浮かべた。


    「勝てるわけありませんわ」


    　ケンケンと聖羅は机を挟はさんで向かい合った。手を組み合わせる。


    「はい！　レディーのゴーっ！」


    「ん……、むむむむむっ……」


    　聖羅は髪の毛が騒さわぐほどに力を込めるが、ケンケンの手は一ミリたりとも動かない。


    　こてん。──と、あっさり負けてしまう。


    「やっぱりだめでしたわ」


    「しょーがねーよー。おまえ女だからなー。俺は男だからなー」


    　ケンケンは得意の絶ぜつ頂ちようにあった。このＧグツＪジヨ部ぶに入ってから、ずっとやられっぱなしだった気がするが──。男の〝めんつ〟が、いま、ようやく立った。


    『つぎ。わたしもいいのかな。ケンケン？』


    「おうとも！　ジルおまえー本気だしてこいよなー」


    『本気。だすの？　うんわかった』


    「あっ！　ジルちゃん本気は──」


    「──はい。レディ・ゴー！」


    　霞がなにか言いかけたが、聖羅の出した合図のほうが、わずかに速はやかった。


    　どん！　──という物もの凄すごい音とともに、ケンケンの手首はテーブルに埋うまった。


    「あああ！　ジルちゃん本気を出しちゃうと。ほらこうなっちゃうからって……もう遅いよね」


    　おっとりしたその風ふう貌ぼうから、皆もよく忘れがちだが、ジルはものすごい力持ちなのだった。


    『ケンケンだいじょうぶ？　骨とか折れてない？』


    　うずくまっていたケンケンは、びくりとジルを見あげた。


    　その顔には、負け犬の色が、べったりとこびりついている。


    　ケンケンは立ちあがると、すたすたと戸に向かった。後ろも見ずに廊下に歩き出してゆく。


    「ちょっと──ケンケンどこ行くの!?」


    　ケンケンの背中に向けて霞が叫さけぶ。


    「くんな！　俺はしゅぎょーにでるんだー！　俺より強いやつにあいにいくんだーっ！」


    「ここにいるじゃん」


    　女じよ子したちの顔から同情が消えうせた。
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     三日目のカレー
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    「三日目のカレーがいちばんおいしいよねー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　突然、霞かすみがへんなことを言いだした。


    　まるでさっきまでやっていた話題のように話しているが、いまいきなり言いだしたということは──霞以外の四人の記憶に照らしあわせても、確かなことだった。


    「そだな」


    　いつものようにマンガ雑誌を読みながら、ケンケンが相づちを打つ。


    「僕もそう思います」


    　小説のページから目を離さずにジンジンも言う。


    　二人とも、霞の取り扱いにすっかり慣れてしまっている。霞がいきなりへんなことを言いだすのはいつものこと。ほとんど日課。むしろなかったときには心配する。へんなもの食べちゃっておなかを痛いたくしているんじゃないかとか。


    「だよねー」


    　霞は大きくうなずいた。


    　ケンケンとジンジン。二人からの同意が得えられる。霞は安心して、それまでの作業に戻った。


    　少女マンガのページをめくりながら、お菓か子しに手を伸ばす。


    　きょうのおやつは、スペシャルおやつ。


    　きのこの山と、たけのこの里とを、一個ずつ交こう互ごに口に運ぶという──豪ごう華か極きわまりない方法で、霞は放課後のおやつを嗜たしなんだ。世界のどこかでは「きのこ派」と「たけのこ派」とが熾し烈れつな抗こう争そうを繰くりひろげているというが、霞にはまったく関係ないようである。


    　と、そこで──。


    「ええと。あのー」


    　聖せい羅らが片手を挙げて、すまなそうに言った。


    「あのう。三日目のカレーって……、なんですの？」


    「なに？　どしたの？　セラちゃん？」


    「いえ。霞さんが。いまさっきおっしゃっていられたことですけど……」


    「え？　あたしなにか言ったっけ？」


    　きょとんと、霞は首を傾かしげる。


    　さっきの話題は、どこか脊せき髄ずいのあたりから発はつせられていたようで──霞には覚えがないようであった。


    「なんでも三日目のカレーがいちばん美お味いしいのだとか」


    　付きあいの長い聖せい羅らは、霞かすみの天然ぶりにも怯ひるまず、怒おこることもなく、辛しん抱ぼう強く訊たずねかえした。


    「うん！　おいしいよね！　──でも言ったっけ？」


    「三日目のカレーって……、美お味いしいんですの？」


    「うん。おいしいって言ったよ。──セラちゃんもそうだって言ってなかった？」


    「いえ。わたくしは……、食べたことないですから」


    「ええっ!?　カレー食べたことないのっ!?　セラちゃん!?」


    「いえカレーはよく食べますけど。なぜだかうちではカレーは朝食に出ることが多いんですけど。たぶん姉ねえさまの趣味だと思うんですけど。朝カレーダイエットというものがあるようですので、それはべつにまあいいんですけど」


    　聖羅は慌あわてて弁べん明めいにかかった。〝お嬢じよう様さま〟だとか、よく言われる。カレーだって食べるということをきちんと皆に説明する。


    「でも三日目のカレーというのは……？　わたくし。食べたことないです」


    「カレーは作ってから三日目のが、いちばん、おいしいんだよ？」


    「だな」


    「ですね」


    　ケンケンとジンジンが、マンガを読みながら同意する。


    「その三日目というのが、よくわからないのですけど。一食出たら、しばらく、一月くらいはローテーションに回ってきませんよね？　姉さまが〝たべたーい〟と言えば別として」


    「ええっ？　一日目も二日目も三日目だってたべるよ？　ふつーそうだよ？」


    「だな」


    「ですね」


    「そうなんですの？」


    　聖羅が顔を向けて訊きいた相手は、ジルだった。聖羅とおなじく、浮き世離れしていると、皆からよく言われている子である。


    『うちは……、冷蔵庫とか……、ないから』


    　ジルは照れたように笑った。冷蔵庫がないから、カレーは三日はもたないという意味だ。


    「あっ。そだっけ。そだっけ。ごめんねジルちゃん」


    　霞はすかさず謝あやまった。彼女は姉と二人して理わ由けあってテント暮らしをしている。


    　といっても家がないとか、そんな重たい理由でもなくて、大自然の中で育った二人は、家の中だと落ち着かないという、ひどくシンプルな理由だった。お世話になっている人の屋や敷しきの庭にテントを張り、緑の中で生活しているわけだった。


    　まあとにかく──。庶しよ民みん的てきな話題を女の子たちとやるのは無理だということを霞は悟さとった。


    「三日目のカレー。……ぜひ森もりに作らせなければ」


    　断だん固こたる決意のこもった声で、聖羅は独ひとりごとをつぶやいた。
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     男の子のやさしさ
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    「おっはよー！」


    　いつものせまい部室に、霞かすみが入ってくる。すぐ後ろにはジンジンもいた。掃そう除じ当番が長引いてしまって、二人、廊下でかち合ってしまったという雰ふん囲い気きだ。


    「おはよう。霞さん」


    『おはよー』


    「なんで朝でもないのに、おはよーなんだ？　おまえらそれヘンじゃねーか？」


    　部屋にいた三人は、口で言ったりホワイトボードに書いたり、それぞれに返事を返す。


    　霞が自分の椅い子すに向かったとき、ジンジンがすっと前に出ていった。ごく自然な動どう作さで、霞の椅子を引く。


    「あっ。ども」


    　霞が座る動きに合わせて、椅子がすこしだけ前に押される。


    　椅子の位置は、ぴたりとスマートに一発で決まった。


    「ど。どうもねっ」


    　霞はどぎまぎとした顔でいる。


    『ジンジン君。やさしいねー』


    「いえ。たいしたことでもありませんから」


    　ジンジンはそう答えると、自分の席について、文庫本を開ひらいた。


    　その後しばらく、部室の中は、マンガ雑誌をめくる音。お菓か子しの袋を開あける音。小説のページをめくる音。静かな音だけで満たされていた。


    「んっ……」


    　聖せい羅らがふと、力りきむような声をあげる。ペットボトルのキャップが固かたくて開かないのだ。


    「開けましょうか？」


    　ジンジンが、すぐに気づいて問いかける。


    「お願いしますわ」


    　男だん子しの手にかかると、キャップは簡単に開いた。


    『ジンジン君。やっぱりやさしいよねー』


    「いえ。たいしたことでもありませんから」


    　さらりとそう言って、ジンジンが小説に戻ろうとしたとき──。


    「ふーんだ。なんだそのくらい」


    　どん──と。机の上の足が鳴った。ケンケンが不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。


    「おいカスミ。俺おれも。椅子押してやっから。おまえ。座れよ」


    「てゆうかもう座ってるし」


    「じゃ立って、もいっぺん座れよ」


    「ばか？　ばかでしょ？」


    「じゃあ聖せい羅ら。俺おれがフタあけてやっから」


    「もう開ひらいてますけど」


    「じゃそれすぐ飲めよ。もう一本。開けてやるから」


    「そんなに二本も飲めませんわ」


    　聖羅は一日かけてペットボトルの紅茶をゆっくり一本飲むのが日課だ。


    「なんだよ！　それじゃ俺のやさしーとこみせられねーだろ！」


    「ケンケン。失しつ格かく」


    　霞かすみが言う。


    「失格。失格。だーいしっかく。まったくダメだよ。ジンジン見習いなよ」


    「ですわね。爪つめの垢あかを煎せんじて飲めばよろしいかと」


    「あまり難しいことを健けん太たに言わないでやってください」


    「かばわれてるし」


    『ケンケン君。やさしさって押しつけるものじゃないと思う』


    「みてろよ！」


    　皆から異い口く同どう音おんに責められたケンケンは、すっくと立ちあがると、だだだーっと、廊下に駆かけだして行ってしまった。


    　そして五分が経たち、十五分が経って──。


    　皆がすっかり忘れた頃になって、がらり、と扉とびらが開ひらいた。ケンケンの顔が現あらわれる。


    「これ！　やるから！」


    　ケンケンは握にぎりしめていた物ぶつ体たいを、ぽいっと、霞の前に投げだした。


    　それはたっぷりと太ったカエルだった。


    「ぎゃああああ！」


    　霞の野の太ぶとい悲ひ鳴めいがあがる。


    「あら。かわいい」


    『かわいいねー。おいしそう』


    「お、おいしそう？」


    　部室の端はしまで避ひ難なんしていた霞が、ジルの言葉に、ぎょっとした顔を向ける。


    「部室で飼かいましょうか。この蛙かえる。そうね──名前は〝健太〟がいいですわ」


    「うんそうだね。シチューがいいかなっ？　それとも塩振って丸焼きがいいかなっ？』


    「どうだほら！　俺ってやさしーだろー！」


    　ケンケンは得意げな顔をして、鼻の下をこすった。
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     姉とか兄とか妹とか
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    「ケンケンってさー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　スペシャルおやつのキットカットの小袋と格かく闘とうしながら、霞かすみが言った。


    「兄弟とか、いるのー？」


    「ひとにナマエをたずねるときには、まずジブンからなのるのがれいぎであろー」


    「あー！　それ！　今週のサンデーであった！　あった！」


    　びしっとケンケンを指差して、霞は言う。指差されたケンケンは「てへっ」とやって、霞のおやつを一袋ほど盗ぬすんでいった。


    「だけどあたし名前なんて訊きいてないよ？」


    「だーら。そーゆーおまえんとこは、どーなんだよ？」


    「おまえゆーな。──あたし？　あたしはお兄ちゃんいるよ？」


    「そいつ、つええのか？」


    「弱よわ々よわだよ。犬でいうならチワワあたり？　ああっ。でも最近なんだか変なんだよ。〝俺おれ〟とか言いはじめちゃったの。お兄ちゃんグレちゃったのかな？　どうしようどうする？」


    「いいか。カスミ。男にはなー。それまでのジブンとケツベツする日が、いつかやってくるもんなんだ。〝僕〟から〝俺〟にかわる日が、いつか、くるもんなんだ。だからそのニーちゃんのことも、なまあたたかく見守ってやれー」


    「うん。そうする」


    『わたしのところは姉さんがいるよ。姉さん強いよー。人類のなかだと、たぶん一番？』


    「女だろ？　べつにどーだっていーよ。俺。強い男にしかキョーミねーから」


    『ぶう』


    　自じ慢まんの姉の話をさせてもらえなくって、ジルはマイおやつの草くさ餅もちを口へと放りこんだ。


    　自分で作ってきたお手製のおやつだ。材料の半分は、道ばたや川っぺりに生はえていたりする。


    「あー。ケンケン男女差別だー。いーっけないんだー」


    「ちげえよ。ばーか。いいんだよ。女は戦たたかわなくて。戦うのは男のやくめだからな」


    「だから誰と戦うってーの」


    　霞はぼやいた。ケンケンは頭の中が小学生もしくは幼稚園あたりで止とまっているのではないかと、霞はたまに錯さつ覚かくする。悪あくの秘密結けつ社しやと正義の味方が実在しちゃっている世界観だとか。


    「わたくしのところには、姉ねえさまと姉ねえ様とがいらっしゃいますわ」


    　自分の番かしら、という顔をして、聖せい羅らがそう言った。


    　ＧグツＪジヨ部ぶではなんとなくローテーションによって話題を振ってゆくという習慣ができている。


    「まーちゃんはねー。小学四年になったんだよねー。恵めぐみさんはお兄ちゃんと同じで高校三年生」


    「前から疑問だったのですが──」


    　と、ここでジンジンが言葉をさしはさむ。


    「──なぜ小学四年生なのに〝姉ねえさま〟なのでしょう？　片方のかたはお姉さんで間違いないですけど、そちらのかたは妹さんになりますよね？」


    「あだ名だよ」


    「だそうです」


    　聖せい羅らがうなずいて、霞かすみの言葉を、まるで他ひ人と事ごとのように肯こう定ていする。


    「まーちゃん美人さんだよー。高校生くらいになったら、きっと、すっごい美人になるよー」


    　ニコニコと話す霞のその隣となりで、聖羅は顎あご先さきをふるふると震ふるわせていた。なにかを堪こらえる顔でいる。天あま使つか家けの〝まーちゃん〟という、一見小学生に見える身長のその彼女が、じつは三姉妹の長女であり、高校もとっくに卒業しているのだということを──。聖羅もジルも知っているが、女じよ子しの中では、ひとり、霞だけが知らないのだった。


    　初対面のときに、「何年生？」「二年だが」「小学二年生なんだねー」というやりとりがあった。そのときの誤ご解かいが、現在までずーっと継続中だ。だから二年繰くり上がって、いま四年生。


    「はあ。なんだか複雑なようですね……」


    　人間関係に対しては勘かんのいいジンジンは、なにかを察さつし取ったようで、追つい及きゆうを終えた。


    「ジンジンは、どのようなご兄弟関係でいらっしゃるの？」


    「戸こ籍せき上じようは一人っ子なんですけど。兄的な人とか姉的な人ならいますよ。居い候そうろうの身ですから」


    「ジンジンのほうも色々と複雑なようですね」


    「ああそうだ。兄さ──その兄的な人のほうですけど。たしか四しノの宮みや先せん輩ぱいのお兄さんの友人じゃなかったかな」


    「お兄ちゃんのっ？　ほんと？　だれだれっ？」


    「横よこ溝みぞ徹てつ心しんっていうんですけど」


    「知らないよ？」


    「あれ？　ちがいましたか？　──こんどもう一回聞いてきますね」


    「だいたいお兄ちゃん男の友達なんていないよ？　部活のひとたちも女の子ばっかりだよ？」


    「なんだか話を聞く限りではそれって物もの凄すごい人物のような気がするんですけど。爆発しろ的な」


    「ええそうですわね。間違いありませんわ」


    　聖羅がうなずく。深ふか々ぶかと肯こう定ていする。隣ではジルもこくこくとうなずいている。


    　聖羅の「物凄い」は悪いほうの意味で、ジルの「物凄い」は良いほうの意味だ。勘のいいジンジンは、そのニュアンスの違いをなんとなく察した。


    「俺おれにもきけよ！」


    「だから最初に訊きいたじゃん」
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     マーカー
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　普段ならマンガ雑誌を読んでいたり小説を読んでいたりと、各自、それぞれが好きなことをやって時間を潰つぶしているものだが──。


    　本日はおしゃべりに花が咲いていた。


    「だから俺おれは言ってやったわけよ。そーゆーマネはよくねえぞって。ちっちゃいやつらが砂場で遊んでいるからって、城を壊こわしにいくよーなマネは──」


    「そうだよ。ジンジンよくないよ。お城壊しちゃったらかわいそうだよ。一生懸命作ったんだよ？」


    「ですわね。砂場は誰のものというわけでもないのですし」


    「勘かん弁べんしてくださいよ。幼稚園の頃の話ですよ？　いつになったら時じ効こうになってくれるんです」


    「あんときのケンカは、すごかったよなー。なかなか決着、つかなかったよなー」


    「僕のほうは驚いたけどね。いきなり知らない男の子に摑つかみかかってこられたわけで」


    「それでは。二人の馴なれそめは。そういうことであったと」


    「ま。そーゆーこった」


    「お言葉ではありますが……。僕の記憶が正しければ、〝馴れそめ〟という言葉は、本来〝恋愛関係〟の始まりを示す言葉であったはずですけど」


    「そのつもりで言いましたけれど。なにか」


    「そうだねー」


    　聖せい羅らと霞かすみは二人でニマニマと笑いながらうなずいて返した。


    　ジンジンは大きなため息をついた。年上の魔ま女じよたちに逆さからうつもりは毛もう頭とうない。


    　──と。そこでジンジンは、もう一人の女性に目を向けた。


    「今日は静かですね。ジル先せん輩ぱい」


    　皆の会話にあわせて、にこにこと笑顔で微ほほ笑えんでいるだけで、今日はまったくなにも発言していない。


    　発言というか。彼女の場合には、ホワイトボードで文字を書きつづるわけであるが──。


    　そのホワイトボードには、なにも書かれていなかった。まったくもって、真っ白だ。


    「そーいえばそうだねー」


    　霞もそこで気がついた顔になる。


    　ジルは自分から話題を振ることこそ少ないが、合いの手はしきりに入れてくれる。皆の話をしっかりと聞いていて、的てき確かくにコメントをさしはさむ子だ。


    「今日はどしたの？　ジルちゃん？」


    　にこにこ。


    「あれー？」


    　霞かすみは首を傾かしげた。


    「ねえ……、セラちゃん。ジルちゃんなんかヘンだよー？」


    「そうですの？　いつもと同じに見えますけれど」


    　霞に言われて、聖せい羅らはジルの顔を正しよう面めんから覗のぞきこんだ。横掛けにしているお面めんがちょうど真横に向く。


    　にこにこ。


    「変ですわね」


    「でしょー？」


    「よし俺おれにまかせろ！　──おいジルっ！　やーい！　ばーか。ばーか。ばーか」


    　これにはさすがに笑顔が消えて──。


    　ごちん、と、ゲンコツが振ってきた。


    　ケンケンは椅い子すから転げ落ちて、頭を抱かかえてのたうちまわった。


    　大げさなリアクションをするバカ男だん子しはほうっておいて、女じよ子し二名は、顔を近づけあって、こしょこしょと相談をはじめる。


    （ジルちゃんどうしちゃったんだと思う？）


    （さあ。……わかりかねます）


    「ああ。なるほど」


    　明めい瞭りような声をあげたジンジンに、皆の視線が集中する。


    　そういえば皆がジルに質問を浴あびせてニコニコ笑顔を引き出していたときに、ジンジンはずっとひとりで観察を続けていた。


    「至し極ごく。簡単なことですよ。気づいてしまえば。別段。なんていうこともないようなことです」


    「なにー？　なにー？　なんなのー？　教えてー？　教えてー？　はやくー。はやくー」


    《勿もつ体たいつけてないで教えなさいジンジン。ああ苛いらつく。泣かしますわよ》


    「べつに俺は知りたくなんかねーぞ。でも仁じん。おまえがどーしてもってゆーなら、きーてやらねーこともねー」


    　おねだりしたり、脅おどしてきたり、ツンデレっていたり、三者三様のリアクションが飛ぶ。


    　ジンジンはおもむろに、ジルが立てかけているホワイトボードの下のあたりを指差した。


    「きっと原因は──、それですよ」


    　きゅぽん、と、ジルがマーカーのキャップを外はずした。


    　愛用の黒いマーカーでもって、ホワイトボードに書きつけるのだが、なにも書かれない。


    「あー。インク切れてたのねー」


    皆は、ぽんと手を打ち合わせた。
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     居眠り
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　すうすうと、規則正しい呼吸音が部室に響ひびく。


    　立てかけたマンガ雑誌ごしに、ケンケンは、その音のほうに目をやった。


    　机にほっぺたを貼はりつけて、霞かすみが居い眠ねむりを決めている。さっきから聞こえていたのは、その寝息の音なのだった。そう理解したところでケンケンは──。


    「給食だぞー。おきろー」


    　寝ている霞に向けて、そう言った。しかし霞は起きない。


    「火事だー。おきろー」


    　やっぱり起きない。


    　にやーり、と、ケンケンの顔に不ふ吉きつな笑いが浮かんだ。


    　部屋の隅すみに行ったケンケンは、戸と棚だなの中をごそごそとあさった。油性ペンを持ち帰ってきた。


    　キャップを外はずして、黒々としたフェルトのペン先で──。


    「やあ！」


    　霞のほっぺたをつっついた。黒い点をくっきりと残す。


    「やめないか。健けん太た」


    　小説から目を離して、ジンジンが言った。


    　ここまで座ざ視しと静せい観かんを決めこんでいた彼だったが──。ここに至いたって、さすがに止とめた。


    「おまえだって、ほんとは、やりてーんだろー？」


    「な、なにをバカな。僕は女性に対してそんなことをするようなマネは──」


    「こいつ。いっつもエラそうにしてるよなー。たまにぎゃふんと言わせてやりてーよなー」


    「た、たしかに四しノの宮みや先せん輩ぱいには多少強ごう引いんな点があることは否いなめないが、それはリーダー的資質の表あらわれといえるのであって──」


    「ほれ」


    　ジンジンの小難しい言い回しを遮さえぎって、ケンケンは油性ペンを手渡した。


    「いやしかし──」


    　思わず受け取ってしまったペンを見ながら、ジンジンがお伺うかがいを立てるように、顔を向けていった相手は──。


    　教室の隅で静かに座っている聖せい羅らだった。


    　問いかけるような視線を送るジンジンに、聖羅は──。


    　ふふふふっ、と仄ほの暗ぐらい笑みを返してきた。


    　霞と聖羅の関係は、人間関係に鋭えい敏びんなジンジンにもよくわからない。友情に結むすばれた親友同士なのかと思いきや、霞かすみの失敗に対して仄ほの暗ぐらい微ほほ笑えみを向ける聖せい羅らの姿も、よく見かける。


    　聖羅の仄暗い笑みを〝許きよ可か〟と勝手にそう解かい釈しやくして、ジンジンは霞の顔に油性ペンを向けた。


    　ケンケンの残した「・てん」のとなりに「○まる」と書き加える。


    「もっと書いてやれー」


    　ケンケンに言われて、こんどは「×」と書いてみる。意外と楽しい。


    「貸せ貸せ。こんどは俺おれ、俺、俺っ」


    　ペンがケンケンの手に戻った。


    「よくわかんねーけどよー。これを書くのが、たしか〝お約束〟なんだよなー？」


    　霞の額ひたいにペンを走らせて、きゅっきゅっと書いた一文字は──〝肉〟。


    　二人はどんどん楽しくなってきて──その後も、線をひっぱり、字を書いて、絵まで描いた。


    　ヒゲを描き、相合い傘がさも描く。傘の左右には、霞／聖羅と書きこんで、仄暗い微笑みによる承しよう認にんを聖羅から得えたりもした。ペンを回しあって、霞の顔にイタズラ書きをどんどん書きこむ。


    「う～ん……」


    　霞がうなり声をあげた。


    　はっ──と。ケンケンとジンジンは、我われに返って動きを止とめた。


    　霞の顔はイタズラ書きにびっしりと覆おおわれていた。重ね書きしていて、なにを書いてあるのかもわからないほど……。


    　肌が肌色に見えない。黒が七しち分ぶに肌が三さん分ぶ──といったところ。


    　やっべえ……。


    　ケンケンとジンジンは顔を見合わせた。さあーっと血の気けの引いてゆく──そのお互たがいの顔を、ごくごく間近で見つめあうことになる。


    　どーしよー……？


    「に、逃げよう──健けん太た」


    「ば、ばか言うな。お、男が逃げられっか。お、男らしくないぞっ。そんなのっ」


    「しかし──四しノの宮みや先せん輩ぱいが目を覚ましたら！　こ──コロされるかもっ!!」


    　だとか。二人がもたもた話しあっているうちに──。


    「う～ん……」


    　霞は本格的に目を覚ましはじめた。


    「あー……。やだ。寝ちゃってた？　あたし？」


    　霞はむっくりと身を起こした。


    　大きく伸びをして、聖羅の優しい微笑みに照れ笑いを返して、それから──ふと、気づいた。


    　ケンケンとジンジンが床の上で、二人並んで土ど下げ座ざを決めている。


    「なにしてるの？　ケンケン？　ジンジンまで？　どしたの？」


    　きょとんとした顔で霞が問いかけても、二人は、ずーっと土下座を続けていた。
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     ガンアクションのひ
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    　今日のＧグツＪジヨ部ぶはガンアクションの日だった。


    　ＢビーＢビー弾だんや銀玉が、部室の左右を飛びかっている。


    「やったなー！　この！　このこのっ！」


    　霞かすみが机を遮しや蔽へい物ぶつにして、銃じゆうを構かまえて狙ねらいを付ける。


    　ケンケンめがけて、びしびしと撃うち返す。


    　女の子の小さな手にもジャストフィットの小ぶりな銃は、縁日のオモチャである。これは七歳以上用。


    　ケンケンの手にあるのは、ちょっとカッチョいいメタリック仕し様ようの銃。引き金を引くとＢＢ弾が飛び出してくる。こちらは十歳以上用。


    　しかたなく付きあっているジンジンの手にあるのは、百円ショップで売っている安物だ。こちらは引き金を引くとＢＢ弾でなくて銀色の玉──銀玉が出る。これは特に年齢制限とか、なんもなし。


    　ガンアクションの日は、突とつ発ぱつ的てきに始まった。


    　霞が縁日のクジで当てた銃を持ってきたところ、ケンケンがダッシュで家に取りに帰って愛銃を持ってきた。銃の自慢がはじまって──。やーい、安物ーとケンケンがはやしたて──。そこへ霞が一発撃ちこんだら、銃じゆう撃げき戦せんがはじまってしまった。


    　銃撃戦は、もう十数分にもわたって続いている。


    　部室のあちこちにＢＢ弾と銀玉が散らばっていた。


    　銃を持っていないジルが、しゃがみこんではその玉を拾いあげ、指で弾はじきだしては、男だん子したちに、ぺしぺしとぶつける。


    　ジルが霞の援えん護ごにつく形で、なんとなく男子対女じよ子しという構図ができあがっていた。


    　聖せい羅らは一人、部屋の中央でいつものように椅い子すに座り、午後の紅茶のペットボトルをお供ともに置いて、読書などを決めこんでいる。


    　飛びかう実じつ弾だんをものともしない。たまに流れ弾だまが飛んできて、こめかみのあたりに命中するのだが、それでも眉まゆ一つ動かさないでいる。


    　もちろん。全員顔にきちんとゴーグルは着けているので流れ弾にも安心だ。


    「ジルちゃん！　ほら弾！　弾っ！　弾あるからっ！」


    　霞がＢＢ弾の入ったボトルを振って、ざらざらとジルの手のひらに給きゆう弾だんする。


    「男子やっつけてっ！」


    　ちまちまと散発的に弾をはじいていたジルだったが、ここにきて、実力を発はつ揮きしだした。


    　彼女の技わざは〝指し弾だん〟という。鍛きたえ抜かれた指弾は松の板を撃ち抜くという。


    　もちろん手加減は入れている。じゃないと頭ず蓋がい骨こつに穴があく。


    「痛いてっ！　痛ててっ！　ジルてめー！　きたねーぞー！」


    　連発でＢビーＢビー弾だんを食らったケンケンが、おでこを押さえて、叫さけび声をあげる。


    「おまえーなー！　ちゃんと銃じゆうつかえよー！　それ禁止だーっ！　痛いだろー！」


    『銃いらないよ？　鳥だってこれで落とせるよ？』


    「落とすなー！」


    　叫んだケンケンのそのおでこに、びしっとばかりに、指し弾だんが命中する。


    　さっきからずっと、寸すん分ぶん違たがわずおなじ場所に、ジルの指弾は命中している。


    「聖せい羅ら！　おい聖羅！　おまえこっちつけよ！」


    　ケンケンはたまらず──聖羅に援えん護ごを求めた。


    「遠えん慮りよしておきますわ」


    「そう言うなよ！　男だん子しのほう入れよ！」


    「わたくし女じよ子しですけど」


    「三対二になったらふこーへーだぞー！」


    「わたくしがそちらに入ると二対三でやはり不公平になるのではないかしら」


    「やらねーと！　俺おれ！　泣くぞっ！」


    　ケンケンの脅きよう迫はくに、聖羅は、ほうっ──とばかりに、息を吐はきだした。髪を震ふるわせながら。


    「もう。ほんと。ケンケンったら。しょうのない子」


    「ほれ！　銃っ！　これ使えこれっ！」


    　ケンケンが予備の銃を取りだすが──。


    「いいえ。自前のものがありますから」


    　と、言いつつ、聖羅はスカートをめくりあげた。太ふと股ももまでが露あらわになる。


    　ストッキングの途と切ぎれる位置に固定されていたのは、黒い革かわ製せいのホルスター。そしてそこに収められていたのは、金属の輝かがやきを放つ、小さな二に連れん装そうの銃だった。


    　いつしか撃うちあいは止とまっていた。


    　皆、驚いた顔になって、聖羅の内うち腿ももの銃に視線を向けている。金属の質感のはてしなく本物っぽい銃だった。まさか〝本物〟でもないだろうが……。いやしかし？


    「森もりが淑しゆく女じよの嗜たしなみだといって──。いつも身に帯おびてますから」


    　説明をした聖羅は、皆に怪け訝げんそうな顔を向けた。


    「しないんですの？　撃ちあい」


    「セラちゃん……、アダルト……」


    「俺の負けだ！」


    　霞かすみは感心した声をあげ、ケンケンはなぜだか負けを認めていた。


    　ガンブーム。しゅーりょー。
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     お面の秘密

    


    [image: ]


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　女じよ子しの机と男だん子しの机とが向かい合っている。膝ひざが触ふれあうぐらいの距離を挟はさんで、差し向かいにお行ぎよう儀ぎよく座る聖せい羅らのことを、ケンケンは、じ～っと見つめていた。


    　正確にいうと、そのお面めんを見つめていた。


    　聖羅の黒くろ髪かみの横側には、なんでか、いつもお面が掛かっている。


    　狐きつねのお面だ。


    　聖羅が横を向いていても、狐の細い目がこちらを見つめていたりして、ぎょっとさせられることがある。


    　そのお面がいったいなんなのか、ケンケンは前々から疑問に思っていた。


    　ほかのみんなは、なんでか、気にしていないようなのだ。聖羅がお面を付けていることを、なぜだか当たり前のように受け入れている。


    　そのお面なーにーと、訊たずねてみたことはある。でも答えてもらったことはない。聖羅がお面をかぶってみせたことは何度かある。そのうちの一回では、ケンケンは投げ飛ばされてしまった。


    　いま聖羅は霞かすみと話しこんでいる。


    　顔は横に向けられていて、お面が、ケンケンの側に向いている。


    　ケンケンは椅い子すから腰を浮かせた。


    　そ～っと、お面に向かって、手を伸ばしていって──。


    「とーりーいィ！」


    　お面を、しぱっと──取りあげた。


    　びっくりした聖羅の顔と、咎とがめるような霞の顔。二人の視線を浴あびて──ケンケンは得意になった。注目を浴びてヒーローとなった。


    「あーもー！　なにやってんのよケンケン！　ガキ！　子供っ！　だからケンケンはいつまでたってもケンケンなんだよ！」


    「わけわかんねーよ　おまえカスミ語ばっかりしゃべってんじゃねーよ。日本語しゃべれよ。ニホンゴー」


    　べろべろばーと、ケンケンはやる。


    　むっきー！　と霞は頭に血を上のぼらせる。


    「か、かえして……」


    　ほんの小さな、か細い声が──響ひびいた。


    　霞とケンケンのがなりたてる騒そう音おんのなかで、ともすれば、かき消されてしまうほどの──そんな小さな声だった。


    「だれ？」


    　思わずケンケンはそう言った。


    「ええっ？　セラちゃん……？」


    　霞かすみも思わずそう言っていた。


    　二人の声に、聖せい羅らはびくりと反応を返した。自分を守るように、手をぎゅっと胸むな元もとに引きよせる。震ふるえる目に半分くらいの涙を溜ためこんで、聖羅はひどく怯おびえた顔で、二人のことを見つめ返していた。


    　いつだって傲ごう岸がんなまでに毅き然ぜんとしているのが、聖羅という女の子のはずだった。


    　それがまるで別人のようだ。


    「ど、どうしちゃったの……セラちゃん？」


    「天あま使つか先せん輩ぱい……？」


    「What happen?」


    　ジルも書くことを忘れ、母国語を口に出している。


    　誰もが驚きの目を様子の一変してしまった聖羅に向けていた。


    「かえして……、それ……、ないと……、困るの……」


    　胸元で縮ちぢこまっていた手を、聖羅はケンケンに向けて差し伸ばす。


    　そんなことでさえ、いまの彼女にとっては精一杯なのだろう。手はふるふると震えつづけ、その目には涙がどんどんと溜まってゆく。


    「ケンケン……、ケンケンっ、返しなよっ！　ほら早く！」


    「あ。ああ……」


    　霞に言われて──。いや言われるまでもなく、自分で──。


    　ケンケンはお面めんを聖羅のほうに突きだした。


    　聖羅の手がお面を受け取ってゆくとき──ケンケンは、「わりぃ」と、聞こえるか聞こえないかという声でつぶやいた。


    　聖羅はお面を頭に掛けた。いつものように横掛けにする。


    　するとどうだろう。


    　さっきまでの弱よわ々よわしい雰ふん囲い気きは、一瞬にして消え去ってしまった。


    　聖羅はちょっと怖こわい普段の雰囲気を漂ただよわせながら、すっくと、椅い子すから立ちあがった。


    「さあケンケン。お仕し置おきの時間よ」


    「え？　ちょっ？」


    　ケンケンがまばたきを繰くり返している。


    「うぎゃ──……」


    　世にもおぞましい悲ひ鳴めいが、部室に響ひびいた。
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     中の人？
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    　数日が経たって──。


    　いつものせまい部室。いつもとちょっと雰ふん囲い気きの異なる放課後。


    　ここ何日か、部室の雰囲気はすこしぎくしゃくとしていた。


    　誰もが〝あの出来事〟を意識していながらも、面めんと向かって訊たずねる勇気を持てなくて、表面上はいつも通りの部活動をつづけていた。


    　すなわち、マンガを読んだり小説を読んだりゲームをしたり、女の子同士でおしゃべりしたり、あやとりをしていたり──。


    「こういうとき。ケンケン頼りになるんだけどね」


    　霞かすみが突然、誰にともなく、ぽつりと口にした。


    「しかたがありませんよ。トラウマ級でしたから」


    　ジンジンも誰に言うでもなく、壁かべに向かってそう言った。


    　こういう物もの事ごとが膠こう着ちやくしているときに、空気を読むということが、先天的にできないケンケンは、頼りになるわけだが──。


    　およそ思い出したくもない、トラウマになるほどの〝ひどい目〟に遭あわされたおかげで、すっかりおとなしくなってしまった。


    　しかし。男の子。


    　皆の声せい援えんに応おうじるように──。


    　ケンケンは雄お々おしくも、勇気を振り絞しぼって、聖せい羅らに話しかけた。


    「なー。なー」


    「なんですの？」


    　ここ何日か話しかける者もなく、暇ひまそうにしていた聖羅は、眺ながめていた自分の爪つめから目を外はずして、すぐにケンケンに返事をしてきた。


    「なー。なー。……〝中の人〟って、なーにー？」


    「それを訊きくかっ」


    　霞がうなり声をあげた。


    　さすがトラウマっていてもケンケン。人にできないことをやってのける。そこにシビれる憧あこがれる。


    　霞、ジル、そしてジンジンの三人は、固かた唾ずをのんで見守った。じつはみんな気になっていたところだった。


    「なんのことですの？」


    「じゃ、まー。それはいいからー」


    「いいのかっ」


    　霞かすみがまたうなり声をあげる。


    　さすがケンケン。踏み込みも尋じん常じようでなければ、引き下がる速はやさも尋常でない。


    「おまえ。なんでいっつもお面めんつけてんの？」


    「あら？　つけていたらいけないのかしら？」


    「変じゃん」


    「変だといけないのかしら？」


    「じゃ、まー。それはいいからー」


    「いいのかっ！」


    　霞はまたまたうなり声をあげた。


    「お面つけてると、困るだろ」


    「困りませんわ」


    「体育のときとか。困るんじゃねーの？」


    「べつにぜんぜん」


    「もうすぐ水泳はじまるぞー。プール開びらきだぞー」


    　ケンケンの言葉に、聖せい羅らはぴくりと反応した。


    　これまでお面を付けて体育に出ていた聖羅であったが、さすがにお面をつけてプールには入れない。


    　だが動どう揺ようを表おもてに見せず、聖羅はすぐに言った。


    「ご心配なく。見学しますので。あの日ですとそう申し上げれば──」


    「──あのひってなんだー？」


    「おだまんなさいケンケン」


    　霞はぴしりとケンケンを黙だまらせた。それから聖羅に顔を向ける。


    「セラちゃん。二年生の体育の先生、去年と違うよ厳きびしいよー。見学作戦、きかないよー？」


    「………」


    　聖羅は口を閉とざした。


    　そのまま長いこと考えこむ。


    　そして次に口を開いたときには──。


    「……どうしましょう？」


    　顔を曇くもらせて、皆に言う。


    「こういうときはねっ！　──セラちゃん！」


    　霞が元気な声をあげる。


    　腕組みをして、仁に王おう立だちに構かまえる。ＧグツＪジヨ部ぶに代だい々だい伝わるポーズを取って──宣せん言げんする。


    「特訓だよっ！」
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     すたんどあろーん？
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    「この特訓の最終目標は、天あま使つか先せん輩ぱいがスタンド・アローンでいられるようになることです」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげて、ジンジンが皆に確認を取る。


    「すたんど……？　あろん？」


    　きゅるんと首を傾かしげたのは霞かすみ。


    「……それ異い能のうっ？　……それとも果くだ物ものっ？」


    「スタンドでもメロンでもなくて、スタンド・アローン、です。独立自立状態という意味です」


    「そう！　それだよ！　セラちゃん。すたんどめろんでゴーだよ！」


    「これ止とまりませんわよね」


    「ええ止まりませんね」


    　聖せい羅らの問いに、ジンジンがうなずく。霞はこうなっちゃったら、もお、止まらない。


    〝ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい〟とやらに火がついてしまったら、もー、止まらない。


    　ふうっとため息をつき、聖羅は霞に顔を向けた。


    「わかりました。やりますわ。……で、霞さん。特訓っていったいなにをすればよろしくて？」


    「お面めんを外はずしていられるようになる練習っ！　とりあえず今日はまず三十分くらいからっ！」


    「嫌やっ」


    　ぷいっと、聖羅はそっぽを向いた。


    「聖羅おまえ。いまやるって言ったじゃん」


    　ケンケンがコワいカオで迫せまってゆくと、聖羅はお面を手で守るようにして身を屈かがめた。


    「これが……、ないとっ。そのっ……、つまりは……。心細くてっ」


    「だいじょうぶ。あたしがついてるからっ！」


    『霞ちゃん。無む理り強じいはよくないよ。他の人にはなんでもないことに思えても、その人にとっては大変なことって、あるんだよ。──わたしも納なつ豆とう食べろって言われたら怯おびえちゃうもん』


    「なんでっ!?　納豆おいしいよ？」


    「ジル先輩。頼みますから話を脇わき道みちに誘ゆう導どうしないでください。四しノの宮みや先輩の集中力は生後三か月の子犬以下なんですから」


    「子犬かわいいよねー。あっそうだ！　聞いて聞いて！　昨日帰り道にワンコに出会ってねっ。それでお兄ちゃんに写メ送ったのに返事くんないんだよガン無視してんの。ひどいよねー」


    「ばか。おいカスミ。いまは聖羅のやつの特訓だろ」


    「そだった」


    　霞は納豆とワンコから返ってきた。聖羅にくるんと向き直る。


    「セラちゃん！　あたしがついてるから！」


    　邪じや気きのまったくない真っ直ぐな表情で、聖せい羅らの手をぎゅっと握にぎりしめる。


    　それでも聖羅の顔からは、まだ迷いが消えない。だが聖羅は、親友である霞かすみの強い励はげましに、ありったけの勇気をかき集めることで応おうじた。霞の顔を見上げて──こくん、と首を折る。


    「お面めん。あたしが取ろっか？　自分で取れる？」


    「あ──あのっ！」


    　聖羅は片手を狐きつね面に添えたまま、訴うつたえかけるような目を霞に向けた。


    「手……、ちゃんと……、握っていてくださいましね？」


    「うん。だいじょうぶだから」


    　霞のうなずきを得て、聖羅は、そうっとお面を外はずしていった。


    　机の上に置かれたお面から、聖羅の指先が離れた瞬間──。それは起こった。


    「ひっ……」


    　聖羅は急に別人のような顔になった。不安に駆かられた表情で、右を見て左を見て──そして両腕を胸むな元もとに引きよせ、ぎゅっと体を縮ちぢめこむ。手足を丸める。


    「だいじょうぶ！　だいじょうぶだよっ！　あたしいるから！　ここにいるからねっ！」


    　絡からめあった指と指とを離さずに、霞は励ましの声をかける。


    「あ……、あっ……、あああ……っ！」


    　聖羅は小さな声をあげた。霞に握られていないほうの手を突きだして、机に置いたお面を取ろうとするが──一瞬早く、ケンケンがお面を遠ざけてしまう。


    「か……、かえして！　かえしてええぇっ!!」


    　暴あばれるその手を、ケンケンはしっかりと摑つかんだ。霞のしているように指と指を絡めあう。


    「俺おれもいるから！　おまえのこと、守ってやるから！」


    　霞とケンケンと──。両の手を二人に握られながら、聖羅はお面なしで三十分を過ごした。


    　最初こそ混乱ぎみだったものの、三十分間の最後には、「守ってやるから！」と繰くり返されるケンケンの励ましの言葉に対して、ぎこちなくも、微ほほ笑えみを返すまでになっていた。


    『はいっ。三十分っ！』


    　時計係のジルが、ホワイトボードをくるりと回して、特訓の終了を告つげる。


    　お面が聖羅の手に返される。


    　頭の横の定位置に、そのお面を据すえた聖羅は、まったく普段通りの怜れい悧りで鷹おう揚ようなまなざしを、霞でもなくジルでもなく──まずケンケンへと向けた。


    　にっこりと微笑む。そして言う。


    「誰が誰を守るですって？」


    「ひッッ」


    　ケンケンは引きつった声をあげた。


    　その声が世にもおぞましい悲ひ鳴めいへと変わったのは、数秒後のことだった。
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     特訓の成果は？
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    「せいらこわい。せいらこわい。おんなこわい。だれかぼくをまもって。おねがいだから。おねがいだよ。ままん」


    　数日が過ぎてもトラウマの抜けきらないケンケンが、椅い子すの上で膝ひざを抱かかえて、あちらの世界に行っている。他の皆は、いつものように時間を過ごしていた。霞かすみはお菓か子しをお供ともに、リリアンを編あんでいる。ただひたすらに編み続けて、もう三メートルを突とつ破ぱしている。


    　ジルはホワイトボードにお絵かきをしていた。故こ郷きようカナダのアニマルさんシリーズだ。トナカイにアザラシ。オオカミにコヨーテにピューマにオコジョ。もちろんすべて野生のままに描かれているから、草そう食しよく獣じゆうは肉にく食しよく獣じゆうに襲おそわれて血まみれだ。白いホッキョクグマも真っ赤っか。


    　ジンジンはスマホで音楽を聴きながら小説を読んでいる。激しいロックの音ね色いろに合わせて、左右に体が無自覚に揺れてしまっているが、いつもだったら「船こぐな」と向こう脛ずねを蹴けっとばしてくるケンケンが、なにしろあのざまで、今日はずっとエアドラムを決めこんでいる。


    「おそいね。セラちゃん」


    　リリアンで編む色を変えながら、霞が言う。その言葉にケンケンが過か敏びんに反応してしまう。


    「ひィッ！　せいら……。せいらあぁぁ。こわいこわいこわいコワイこわいいいひいひぃぃ」


    　髪の毛ごと頭を搔かきむしる。


    「うるさいよ。ケンケン」


    　聖せい羅らのクラスは、六時間目は体育だった。そして今日はプール授業のある日。〝特訓〟の成果が出たのかどうか、霞たちは気が気ではいられない。だが一年生の男だん子したちはもとより、クラスの違う霞とジルも、その様子を知ることはできない。


    　だから部室でこうして待っている。聖羅が報告しにきてくれるのを待っている。


    　しかしそろそろ「普段通り」を続けることも限界だった。


    　椅子の上で膝を抱えるケンケンが、貧びん乏ぼう揺すりだけでなく、親指の爪つめまで嚙かみはじめて──。


    　ジンジンがさらにハードなヘビーメタルに選曲を変えて──。


    　ジルがアニマルシリーズの臓ぞう物もつはみ出し具合を、五〇パーセント増しに書き足して──。


    　霞がリリアンを放り出し、ついに椅子を蹴け立たてて立ちあがった、その時──。


    「遅くなりましたわ」


    　がらりと戸が開ひらいて、聖羅が部室に入ってきた。


    　戸口に立つ聖羅は、まったくいつもの聖羅だった。皆の視線の圧力を受けても動どうじたりしない。小ぶりな胸をつんと張って、その尖とがったラインで全員分の視線の圧力を平然と受け流す。


    「ごめんなさい。遅くなってしまって。髪を乾かわかすのに時間がかかってしまいましたわ」


    「あー。うん。うん。セラちゃんの髪。長いもんねキレイだもんね。そりゃ乾かすの時間かかるよねー。あたしなんて、ほらっ、こんなだから。乾かわくの早いよ。タオル一枚で足りちゃうよ」


    　霞かすみの口数はやたらと多くなってしまう。


    「ところでケンケンは……どうしたのかしら？　これ？」


    「こわい。こわい。こわい。おんな。こわい。ままん。こわいよ。ままん。ままん。ままん」


    　椅い子すの上で膝ひざを抱かかえるケンケンに、霞は視線を落とした。


    「さあ？　このあいだからそんなだよ？　ケンケンずっとその遊びやってるよ」


    「そう」


    　聖せい羅らは長い睫毛まつげを、そっと伏ふせた。ケンケンに近づいていって、膝をきつく抱えるその手をときほぐした。


    　そして固かたまってしまっているケンケンの右手を──自分の胸へと押しあてる。


    「ほうらケンケン。……怖こわくないですわよ」


    「う……？　うわっ！　うわあああっ！　なんじゃこりゃぁーっ！」


    　正しよう気きに返ったケンケンが、大声をあげる。自分の手がつかんでしまっているその場所から、熱いヤカンにでも触ふれてしまったかのように、慌あわてふためいて手を引きこめる。


    「ケンケン。一度しか言いませんから。ようくお聞きなさい」


    　聖羅は冷たい声で、そう口にした。そして息を大きく吸いこんで。深呼吸を何回か。


    　きっ──と、睨にらむような目をケンケンに向けて、そして聖羅は、小さな声を口から出した。


    「ありがと」


    「ん？」


    　正しよう気きに返ったばかりのケンケンは、小さなその声を聞き逃のがしてしまった。


    「なんか言ったか？　なー。なー。もーいっぺん言ってー？」


    「ばかっ。もう二度と言わない」


    　聖羅は表情を切り替えて、霞たちのほうに向いた。


    「霞さん。ジルさん。ジンジンも。──ありがとう」


    　体の前に手を揃そろえて、聖羅は深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎをした。


    「じゃ──じゃあ！　セラちゃん!?　体育はっ──？　スタンドとメロンはっ!?」


    　期待のこもったまなざしで、霞が訊きく。


    「ブイっ♡」


    　聖羅は指でＶサインを示してみせた。彼女らしからぬ子供っぽい表情を一瞬だけみせる。


    　そこから先の部室は歓かん声せいによって満たされた。大混乱だ。霞とジルが聖羅に飛びついて踊おどりを踊る。ジンジンも手を引かれて輪に入ってゆく。ひとりケンケンだけが、ぽつねんと立ちつくして──。「なー。いまなんて言ったんだー」と繰くり返していたが……。


    　しばらくすると、鼻の下をこすって、皆の中に飛びこんでいった。


    　それは〝ＧグツＪジヨ部ぶ中等部〟が、本当の意味で一つになった瞬間だった。

  


  [image: ]



  
     あとがき


    



    　新あら木き伸しんと申します。


    　無印「ＧグツＪジヨ部ぶ」から引きつづきご愛読いただいている方と、この「ＧＪ部中等部」から初めて読まれる方と、どちらの方にも、はじめまして。


    　さて前シリーズからの読者の方には、すでにおなじみですが。まずは「取り扱い説明」から。


    　本作品は「ゆるふわ四コマ系ラノベ」です。通常のライトノベルよりもさらに軽いテイストを目指した読み物です。全三十六話構成となっておりまして、一話は毎回必ず四ページとなっております。各話の合間には、あるやさんの可愛かわいいイラストが満載ですので、ノリよくテンポよく、一話を数分間で読めちゃいます。電車の一駅区間で読めちゃうぞー、と報告が多数です。


    　日常の合間などにどうぞ。朝夕の通勤通学タイムに。学校の授業の合間の休み時間に。勉強や仕事で疲れたときのリフレッシュにお使いください。


    　こってりとした長編小説を読破して疲れたときや、今日はラノベ読む気分じゃないんだよなー、というときにも、このＧＪ部であれば、きっと大丈夫っ♪


    　なお前シリーズである「ＧＪ部」（無印）との関係ですが──。


    　あちらは高等部編となっております。霞かすみの兄である「四しノの宮みや京きよう夜や」を中心としたゆるふわストーリーで、聖せい羅らの姉である天あま使つか真ま央おや恵めぐみ、ジルの姉である綺き羅ら々らなども登場してきます。


    　全編通してゆるふわテイストなところだとか。一話四ページの全三十六話形式など。こちらの中等部とまったく同じです。この「ＧＪ部中等部」を気に入ってくれた方であれば、きっと楽しめることと思います。未読の方は、ぜひ書店でチェックよろしくです（と宣伝っ）。


    　前作との違いにつきましては──。高等部も中等部もほとんど同じテイストになっているのですが、ひとつだけ、大きく変わっているところがあります。


    　前シリーズでは四ノ宮京夜が主人公という扱いでしたが、本作では特に誰が主人公とは決まっておりません。強しいて言うのであれば、読んでいる読者である〝貴方自身〟が主人公といったところでしょうか。〝俺がＧＪ部だ〟〝私がＧＪ部よ〟みたいな。


    　現在進行形で中学生の方々も、ちょっと前まで中学生だった方々も、遠い昔に中学生だった方々も、霞や聖羅やジルやケンケンやジンジンたちと、せっま～い部室に一緒にいる気分で、わーきゃーひゃーと、にぎやかな中学生放課後ライフをお楽しみいただければ幸いです。


    　つづきましては元ネタリスペクトのコーナー……なのですが。今回は少ないですね。ケンケンと霞の憧あこがれの異い能のうの発動ポーズが「かめはめ波」なくらいでした。なお原典はいわずとしれた名作マンガである鳥とり山やま明あきら／著「DRAGONドラゴン BALLボール」より。高校のほうのＧＪ部には、歴代部長の遺産として、全巻揃そろっているそうです。霞とケンケンもどこかで読破していたようですね。


    　あと「ＡＲのひ」で出てきた拡張現実アプリは「セカイカメラ」でした。聖羅とジンジンはスマホを所有しているもようです。ところで中学生でスマホって豪華と感じるのは新あら木きだけでしょうか？　新木だってついこのあいだスマホを持ったばかりなのにー！　きーっ！


    　しかも聖せい羅らiPhoneアイフオンだしー。ジンジンはANDROIDアンドロイド派のようですが。


    



    　さてシリーズ最初なので謝しや辞じ……といいますか。チームメイトに挨あい拶さつなどを。イラストのあるやさん。編集の具ぐ志し堅けんさん。こんどのＧグツＪジヨ部ぶも、おおいに盛りあげてゆきましょう。


    　あと次回の予告。女子三名と男子二名で調和しているＧＪ部に、なんと六人目のメンバーが現れます。詳しいことは（たぶんこれまで通り三か月後に発売の）ＧＪ部中等部②を見て頂きたいところですが。名前だけ。いまちょろっと。彼／彼女（？）の名前は「小こ森もりさん」です。


    



    　最後は恒例。著者ＨＰのご紹介です。アンケートなどやってます。中等部に関しての意見などをお聞かせください。著者にメッセージが届きます。意見は作品内容に反映されるかもっ？


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/

  



  
    新木伸
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    日常四コマ小説を書くのがすっかり「日常」となってきたラノベ作家。「いつでも手を伸ばせばそこにある」をモットーに四コマ小説の普及に努める。ベランダ菜園は現在休耕中。今年前半に引っ越しを予定。プランターの数も拡張される……かもしれない。
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